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なーふぁぬわらび・わかむん計画の策定にあたって 
 

那覇市を飛躍・発展させていく原動力となるのは、本市の子どもや若者です。次代

を担う子どもや若者一人ひとりが夢と希望を持って健やかに成長し、自らの手で社会

をより良いものに変える存在となっていくことは、私たち共通の願いです。しかしな

がら、子どもや若者は未成熟であるために、失敗してしまう存在でもあります。 

そのような子ども・若者を健やかに成長させるには、経済環境の悪化や家庭・地域

の教育力の低下・有害情報の氾濫・過度な情報機器の利用などの子ども・若者を取り

巻く問題や、非行・いじめ・社会的自立の遅れなど子ども・若者自身が抱える問題の

双方を解決するための支援が必要となります。 

子ども・若者が抱える問題を解決した上で、よりよい未来、輝く希望を子ども・若

者が抱くことができる環境を整える必要があります。 

そのため、本市では、子どもや若者を含む市民の直接の声を確認するアンケートを

行い、その結果を計画に反映させるとともに、青少年育成関係の方々からご意見を頂

戴しながら検討を重ねて、平成２１年に策定した「那覇市青少年育成総合施策」の全

面的な見直しを行いました。 

子ども・若者の視点を取り入れ、「子ども・若者の健やかな成長のための支援」「子

ども・若者の困難を解決するための支援」「子ども・若者を支援する家庭・地域・学校

等の連携」「子育てや家庭教育への支援」「青少年育成の担い手の育成」など、幅広い

支援内容となっており、現在、子ども・若者が抱える問題の解決や子ども・若者が未

来へ希望を持てるようにすることを目指します。 

今後、この計画に基づき、子ども・若者の健やかな成長と社会への参加・参画を支

援する取組みを進めてまいりますが、行政単独の施策実施では十分とは言えないため、

市民の皆様にもご理解とご協力をいただきながら、家庭・地域・学校・関係機関が連

携した上での支援の取組みを進めたいと考えております。 

最後になりますが、本計画の策定にあたり、ご尽力賜りました那覇市青少年問題協

議会の各委員、アンケートにご協力くださいました皆様、貴重なご意見やご提言をお

寄せいただいた市民の方々など、多くの関係者に心からお礼を申し上げます。 

今後とも引き続き、本市の発展と子ども・若者の健やかな成長を育むために、ご協

力とご参加を賜りますようお願いいたします。 

 

平成 27 年３月 

那覇市長 城 間 幹 子  

 

 



○はじめに 

 

 本施策策定にあたっては、いくつかの試みを行っております。その試みが皆様に受

け入れられ、市民の皆様方に利用して頂けるものとなっていければと思います。 

 

○本施策を利用するにあたって 

１ 本施策は、冊子の製版印刷は行わないことを前提とした作りとなっています。

インターネット上か、本施策データ（ワード形式）をダウンロードした上で、ご

利用ください。 

２ 本施策は、パソコン等の機器で利用するメリットを享受して頂くために、目次

から、各施策の項目にカーソルを移動させることができるようにしています。カ

ーソルを移動させる箇所は、文字を黄色く蛍光色に染めている文字が目安となっ

ており、その箇所で「CTRL」キーを押しながら、「マウス」をクリックすると、デ

ータのリンク先に飛び、各項目を確認することができます。 

３ 本施策は、市民の皆様が利用して頂くことを前提として、各課事業の掲載につ

いては、ガイドブック的な側面を取り入れる予定でしたが、各課事業については、

毎年度の変更が見込まれるため、本施策に直接取り込むことを見送りました。そ

の代わりに、別冊資料として、本施策の第６章の基本施策及び各課の事業一覧を

組み合わせ、毎年度更新を予定するガイドブックを作成していますので、ご利用

をお願い致します。このガイドブックには、事業の内容及び担当部署と連絡先を

記載していますので、市民の皆様が必要とする情報を得ることができるのではな

いかと考えております。 

４ 本施策を策定するにあたって、本市に居住する児童生徒及びその保護者と若者

を対象にアンケートを行いました。その結果を根拠として、この施策を策定して

いるため、そのアンケート結果を、類似した項目に分類した上で記載しておりま

す。別紙資料の調査データについては、行政関係者や研究者にご利用頂ければと

考えております。 

 

○本施策の構成 

第１章では、この施策の趣旨を記載しております。 

第２章では、この施策を策定しなければいけない日本や沖縄の社会背景・その環

境を記載しております。 

第３章では、第２章に記載する社会環境の中で、児童生徒や保護者などがどのよ

うに考え、行動しているのかを把握するために実施したアンケート結果を、いくつ

かの項目に分類した上で掲載しています。この結果を元にこの施策を策定しており

ます。冒頭に、一読し易いように「実態調査の考察」をまとめております。 

第４章は、第３章のアンケート結果から把握した那覇市の青少年の問題等を元に

課題を記載しております。 

第５章においては、上位計画等を元に、那覇市の青少年の課題に対処するための

基本理念や基本的視点、基本目標を記載しています。 

第６章においては、基本目標を達成するために実際に行っている事業を記載して

おります。 

第７章では、この計画を推進し、進捗を管理するための体制等を記載しています。 
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第１章 なーふぁぬわらび・わかむん計画の趣旨 

 １ 那覇市青少年育成総合施策（平成 21年３月）の総括（結果検証） 

   那覇市は、昭和 60年に「あけもどろ青少年プラン」を策定し、青少年の健全育

成施策を総合的に推進してきました。その後、平成 21 年度から平成 25 年度まで

取り組むべき主な施策を定めた「那覇市青少年育成総合施策」を策定し、そこで

定めた、「青少年の自立への意欲・能力を育成する体制・条件の整備」、「青少年の

主体的な地域社会への参加活動等への支援」、「青少年機関等との連携と青少年を

育むための機会や環境づくり」という青少年育成の方向性に基づいて、青少年の

健全育成に向けた総合的な取組を進めてきました。 

その代表的なものとして、地域自主開催成人式への支援や放課後子ども教室の

推進などに取り組んできました。 

このように、那覇市青少年育成総合施策を推進する中で、青少年が自主性や社

会性、「生きる力」を身につけることで、青少年の健全育成に一定の成果をあげて

きたところです。 

しかし、この６年の間に社会環境や青少年の状況には大きな変化が見られ、新

しい課題も生じています。それらの課題の集約と青少年や市民ニーズの整理を行

い、今後の方向性を定めていく必要があります。 

 

 ２ 計画策定の背景と目的 

   次代を担う青少年の健やかな成長は、市民共通の願いであり、又、青少年の健

全育成は、社会全体の責務でもあります。 

那覇市では平成 21年に青少年育成総合施策を策定し、これまで青少年の健全育

成に向けたさまざまな取組を推進してきました。 

しかしながら、近年、子ども・若者を取り巻く環境は、少子化や核家族化、高

度情報化などにより大きく変化しており、こうしたことを背景に、人間関係の希

薄化、有害情報の氾濫などの環境の悪化や、ニート、ひきこもり、不登校、いじ

めの問題等、子ども・若者を巡るさまざまな問題が顕在化しています。 

又、青少年の親への依存の長期化や社会への関心の希薄化など、社会的自立の

遅れという新たな課題も生じています。 

こうした中、平成 22年４月に「子ども・若者育成支援推進法」が施行され、同

年７月には、同法に基づく子ども・若者育成支援推進大綱として、「子ども・若者

ビジョン」が策定され、子ども・若者に関わる行政は、大きな転換期を迎えてい

ます。 

本市は、21 世紀を担う子ども・若者の健やかな成長と自立を積極的に支援して

いくため、これまでの取組の成果と経験を生かし、かつ社会の新たな変化に対応

した青少年施策を総合的･計画的な推進が図られるよう、これまでの青少年育成総

合施策の見直しを行い、「なーふぁぬわらび・わかむん計画」を策定するものです。 

 

 ３ 計画の位置づけ 

  この施策は、「子ども・若者育成支援推進法」第９条第２項に基づいた「子ども・

若者計画」として策定します。本市における子ども・若者の健全育成のための基

本理念と責務を明らかにしたもので、青少年施策についての基本的な方向性を示

すものです。 

計画策定にあたっては国の動向も踏まえながら、「第４次那覇市総合計画」の教

育分野をより具体化した「那覇市教育振興基本計画 平成 23年度～平成 27年度」

の部門別計画として位置づけ、子ども・若者を対象とする他の計画とも連携を図
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り、子ども・若者の健やかな成長と自立に向けた支援を行っていきます。 

 

 ４ 計画の期間 

計画期間は、平成 27（2015）年度から平成 31（2019）年度までの５年間としま

す。 

なお、子ども・若者を取り巻く社会情勢の変化などを踏まえ、必要に応じて見

直しを実施します。 

 

 ５ 計画の対象 

   なーふぁぬわらび・わかむん計画は、対象年齢を主に学童期の６歳から青年期

（子ども・若者ビジョン（平成 22 年７月 23 日 子ども・若者育成支援推進本部

決定）の定義による）の 29歳までとします。 

 なお、「子ども・若者育成支援推進法」に基づき、従前の「青少年」に代えて「子

ども・若者」という言葉を使用し、各種法令や施策の内容によっては「青少年」

「少年」等の言葉を併用します。このほか、法令等により用語が定められており、

それを使用することが適切な場合には、その用語を使用しています。 
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 ６ なーふぁぬわらび・わかむん計画＜概要＞ 

 

～子どもの笑顔と、若者の希望を、みんなで育むまち～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画策定の目的 
 21 世紀を担う子ども・若者の健やかな成長と自立を積極的に支援していくた
め、これまでの取組の成果と経験を生かし、かつ社会の新たな変化に対応した
青少年施策を総合的･計画的な推進が図られるような施策にします。 

計画の位置づけ 
 この施策は、「子ども・若者育成支援推進法」第９条第２項に基づいた「子ど
も・若者育成支援についての計画」として策定します。本市における子ども・
若者の健全育成のための基本理念と責務を明らかにしたもので、青少年施策に
ついての基本的な方向性を示すものです。 

計画の対象年齢 
対象年齢を主に６歳から 29 歳までとします 

計画の期間 
平成 27（2015）年度から平成 31（2019）年度までの５年間とします。なお、

子ども・若者を取り巻く社会情勢の変化などを踏まえ、必要に応じて見直しを
実施します 
 

計画を取り巻く環境 
○少子高齢化・核家族化 
子育て不安や孤立感の増加、虐待の深刻化、家庭での養育力低下 

○情報社会の進展 
有害情報の氾濫、非行や犯罪被害、いじめ等 

○ライフスタイルの多様化 
家族と過ごす時間減少、個食の増加、対話の減少、青少年の親への依存の長期化
や社会への関心の希薄化 

○産業構造・雇用環境の変化 
非正規雇用の増加、雇用不安、ニートの増加、若年者の高失業率、女性の社会進
出 

○経済的格差の広がり 
全国と比較し下位の沖縄の所得、経済的な困難を抱えた家庭の増加、家庭の養育
力や教育力の格差、体験・学力の格差 

○地域社会への帰属意識や関わりの希薄化 
社会的自立の遅れ、社会参加の機会の減少 

策定の考え方（課題） 
 

１．子ども・若者の健やかな成長のための支援 
(1)子ども達が安心して過ごせる環境の整備と居場所づくり 
(2)職業体験や青少年活動の機会充実 
(3)学力向上に係る体制の構築 

２．困難を有する子ども・若者やその家族への支援 
(1)インターネット等を介した犯罪やトラブル防止と非行の防止等 
(2)いじめ対策や不登校等を対象とした支援事業の充実・強化 
(3)社会的・経済的困難を有する子ども達への支援体制整備 

３．家庭・地域・学校及び関係機関が連携した取組の強化 
４. 子育てや家庭教育への支援 
５. 地域の青少年育成における多様な担い手の育成や活動支援 
 (1)青少年育成支援ネットワークの構築と拠点設置 

 (2)青少年団体への支援継続と組織強化の見直し 
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子ども・若者育

成支援推進法 

子ども・若者 

ビジョン 

第４次那覇市 

総合計画 

那覇市教育 

振興基本計画  
 

なーふぁぬわらび・ 

わかむん計画 
 

関連計画・方針 

基本理念 

『子どもの笑顔と、若者の希望を、みんなで育むまち』 

基本的視点 

 

 

 

 

 

子ども・
若者の視
点 

子ども・若者を社会
全体で見守り、育て
る視点 

子ども・若者の抱え
る様々な問題の解
決を支援する視点 

子ども・若者を
支える環境を
整備する視点 

基本目標 
 

 

 

 

 

誰もが自分らしく暮らし、積
極的に社会に参加参画する
まちをめざす 

 

 

 

 

問題を抱える子ども・若者が
健やかに暮らせるように、支
援するまちをめざす 

 

 

 

 

家庭・学校・地域などが、子
ども・若者の健やかな成長と
自立のために連携するまち
をめざす 

基本目標 1 
すべての子ども・若者が健
やかに成長し、自立できる
まち 

基本目標 2 

問題を抱える子ども・若者
が健やかに暮らせるまち 

基本目標 3 

子ども・若者と大人がつな
がるまち 

       基本施策 

１ 居場所づくりと環境整備 

２ 成長に応じた豊かな体験や学習機会

の提供と社会参加の推進 

１ 犯罪被害防止と非行防止等の推進 

２ 自立困難を抱える子ども・若者とそ

の家族への支援 

３ 障害を抱える子ども・若者とその家

族への支援 

４ 経済的・社会的困難を抱える子ど

も・若者とその家族への支援 

 

１ 家庭との連携 

２ 青少年団体との連携 

３ 支援ネットワークの構築 
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第２章 子ども・若者を取り巻く環境 

 １ 少子高齢化・核家族化  

 那覇市は、近年、青少年人口が減ってきており、総人口に占めるその割合も減り

続けて、少子高齢化傾向が続いています。又、核家族と単身世帯が増加し、１世帯

当たりの人員が減少し続けています。 

 これは、子ども・若者の両親においては、育児等で家庭内に頼るものがいない状

態にあると考えられ、子育て不安の増加や虐待の深刻化、家庭での養育力低下の一

因になっているものと見られます。（資料３ ｐ54～55 図１～５参照） 

 

２ 情報社会の進展 

   青少年の携帯電話所持率は年々増加しており、高校生になると殆どが所持してい

ます。又、インターネットについては、パソコンは殆どの青少年が利用しており、

携帯電話は高校生の殆どが利用しています。 

   そのため、インターネット上のトラブルや問題行動については、約 35％の青少

年が経験していますが、それにもかかわらず、青少年の携帯電話におけるフィルタ

リング利用率は、伸び悩んでいる状態となっています。 

   青少年の多くが、携帯電話やインターネット等を利用し、様々な情報を得るなど

の利便性を享受しています。その半面、誹謗中傷の書き込みや出会い系サイトなど

のトラブルにも巻き込まれています。又、割合は少ないのですが、青少年自身がネ

ット等での誹謗中傷等を行うこと自体を肯定しているものもいるため、青少年への

トラブルへの対応や事前の啓発、インターネットのマナー周知等が重要になってき

ています。（資料３ ｐ55～58 図６～14参照） 

    

３ ライフスタイルの多様化 

高校生男子は、平日には、情報メディア等の利用時間が４時間半にも及び、他の

年代の青少年も多くの時間を情報メディア等の利用に費やしています。又、共働き

世帯の増加などにより、テレビを家族と見るなどの団欒の時間が少なくなり、親子

の接触時間も減少してきています。その他にも就寝が遅くなり、起床が遅くなるな

どの変化がでてきています。 

これらの変化に加えて、深夜営業を行うコンビニエンスストアや飲食店、娯楽施

設などの増加が、深夜の徘徊等の青少年の問題行動の一因になっているものとみら

れます。（資料３ ｐ59～65 図 15～27参照） 

 

４ 産業構造・雇用環境 

沖縄県の第３次産業の構成比は全国一高く、第２次産業の構成比は全国一低いも

のとなっています。又、沖縄県の就業率は全国一低く、完全失業率は全国一位で、

新規高校卒業者の就職率も全国一低く、新規高校卒業者の無職率は全国一高くなっ

ています。 

   なお、那覇市の就業率は、全国と比べると、年齢によっては、最大で 20％近く

低いものとなっています。 

   このように、那覇市・沖縄県においては、若者のみならず全年齢層において、就

職が困難な状況にあり、これは、子ども・若者の将来への不安や現時点での貧困に

繋がっており、短期的には、子ども・若者を含めた全年齢層への就職斡旋、中長期

的には、職業教育や企業誘致等の施策が必要になっています。（資料３ ｐ65～68 

図 28～36参照） 
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 ５ 経済的格差の広がり 

沖縄県民の所得は全国平均の 75％程度と全国で一番低いのですが、那覇市民の 

所得はそれよりも 10％程度高く、県内では比較的所得が高い自治体となっています。 

なお、那覇市の生活保護の世帯数は、近年の不況により年々多くなっており、平

成 23年度末時点で 30世帯に１世帯の割合となっています。同年度において、沖縄

県は全国で６番目に、人口に対する被保護実人員の割合が高くなっています。 

   那覇市は、就学援助の児童生徒が年々増えており、平成 24 年度では、小学生で

は 23％、中学生では 29％を越えています。 

   全国で見ると、生活保護受給世帯の高校進学率は、一般世帯と比べると 10％程

度低いものとなっており、大学進学率についても、一般世帯の半分以下になるもの

と考えられます。 

   このような経済的困難を抱える世帯の子ども・若者を現在の状態から救い上げる

には、資金的な就学援助と学習支援の２本立ての施策が必要となっています。 

  （資料３ ｐ68～71 図 37～46参照） 

 

６ 地域社会への帰属意識や関わりの希薄化 

那覇市においては、元々、地域自治会の加入率は極端に低く、特に近年ますます、

減少傾向にあり（平成 25年度で 20.9％）、子ども会の連合組織である那覇市子ども

会育成連絡協議会への加入数も近年は年々減ってきています。 

全国において、地域行事等への参加は小学生が高く、年齢が上がるにつれて少な

くなる傾向にありますが、地域の祭りに関しては、年齢が上がっても、比較的多く

の若者の参加が見られます。 

アンケート結果などを見ると、興味がない、情報がない、身近にないなどが自治

会に参加しない大きな理由になっており、既存の自治会等への参加を呼びかけると

共に、子どもや若者の性向を踏まえた上での工夫を凝らした地域への参加呼びかけ

や居場所づくりが必要となっています。（資料３ ｐ71～73 図 47～51参照） 
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第３章 那覇市の子ども・若者の実態（那覇市青少年実態調査結果） 

  青少年の実態や青少年及び父母の考え方等を把握し、青少年のニーズ等を踏まえた

より良い施策とするため、平成 26 年１月 10 日～１月 24 日の間に、小学校５年生・

中学校２年生・高校２年生及びその保護者と大学生及び 40歳未満の成人、計 6442人

を対象として、実態調査を行った結果に基づき取りまとめている。 

  なお、回答した方の内訳は、男性が 1,018 名、女性が 2,335 名、不明が 79 名とな

っており、計 3,432名からの回答で、回答率は 53.09％となっている。 

 

那覇市青少年実態調査結果目次      

１ 実態調査の考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ9 

(1) 生活習慣について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ9 

(2) 学力・体調について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ9 

(3) 意識について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ9 

    (4) 体験活動について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ10 

    (5) 家族・友達・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ10 

    (6) 悩み・心配ごと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ10 

    (7) 子どもを取り巻く問題への対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ11 

２ 生活習慣について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ12 

  (1) よくやること（設問内容「次のことについて、 よくやることを三つ     

まで選んで下さい」）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ12 

①平日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ12 

   ②休日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ12 

  (2) 就寝時間（設問内容「あなたは、何時ごろ寝ていますか。」）・・・・・・ ｐ13 

   ①平日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ13 

   ②休日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ14 

３ 学力・体調について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ15 

  (1) 得意な科目（設問内容「あなたの次の科目はどれくらい得意ですか。   

次の中から選んで下さい。」）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ15 

 (2) 体調（設問内容「次の表にあることについて、普段どれくらい感じる 

ことがありますか。」）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ15 

４ 意識について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ17 

(1) 学校・職場に行きたくない（設問内容「あなたは、学校又は職場に行 

きたくないと思うことがありますか」）・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ17 

(2) 学校・職場に行きたくない理由（設問内容「行きたくない、主な理由 

を次から３つ選んでください。」）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ17 

(3) 重視するもの（設問内容「生きていく上で何を重視していますか。」）・・ ｐ19 

(4) 規範（設問内容「次のことについてどう思いますか。」）・・・・・・・・ ｐ19 

(5) 誰かの役に立つ（設問内容「自分が誰かの役に立っていると思います 

か」）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ22 

(6) 価値ある存在（設問内容「自分は価値ある存在だと思いますか」）・・・・ｐ23 

(7) 夢や目標への努力（設問内容「夢や目標の実現に向けて努力していま 

すか」）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ23 

(8) 青少年像（設問内容「次代を担う青少年像として特に望ましいと思わ 

れるものを、次の中から３つまで選んでください。」）・・・・・・・・・・ ｐ23 

５ 体験活動について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ24 

(1) 自治会等の行事に参加したことがあるか（設問内容「あなたはこの１ 
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年間に、地域のグル－プ・団体の活動や、自治会・町内会の行事などに 

参加したことがありますか」）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ24 

(2) 自治会等で参加した行事はどんなものか（設問内容「参加した行事は 

何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。」）・・・・・・・ ｐ25 

(3) 自治会等に参加しない理由（設問内容「参加しない理由は何ですか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。」）・・・・・・・・・・・・ ｐ25 

６ 家族・友達・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ27 

(1) 家族との食事（設問内容「家族で食事をしていますか。」）・・・・・・・ ｐ27 

(2) 家族からの信頼はあるか。（設問内容「あなたは、家族からどれくら 

い信頼されていると思いますか。」）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ27 

(3) 親友はいるか。（設問内容「何でも相談したり、どんな時でも一緒に 

いてくれる親友と言える友だちは何人くらいいますか」）・・・・・・・・・ｐ27 

７ 悩み・心配ごと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ28 

(1) 悩み・心配ごとはあるか。（設問内容「現在、悩みごとや心配ごとが 

ありますか。」）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ28 

(2) 悩み・心配ごとは、どのようなものか。（設問内容「悩みごと、心配 

ごとは次のどれにあてはまりますか。」）・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ29 

(3) 悩み・心配ごとの相談相手は、誰か。（設問内容「悩みごと、心配ご 

とで困ったときは、誰に相談しますか。」）・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ29 

(4) 子育てに関する悩みごと・心配ごと（保護者等）（設問内容「現在、 

子育てをしている中で、悩みごと、心配ごとがありますか。」）・・・・・・ ｐ31 

(5) 子育てに関する悩みごと・心配ごとの相談先（保護者等）（設問内容 

「子育てに関する悩みや不安などを、どなたに相談していますか」）・・・・ｐ31 

８ 子どもを取り巻く問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ32 

(1) 子供たちを取り巻く問題への関心（保護者等）（設問内容「最近の子 

どもたちを取り巻く問題で関心のあることは何ですか。」）・・・・・・・・ ｐ32 

(2) 子供たちを取り巻く問題の原因（保護者等）（設問内容「お答えいた 

だいた問題について、原因は何だと思われますか。」）・・・・・・・・・・ ｐ32 

９ 子どもを取り巻く問題への対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｐ33 

(1) 那覇市にしてもらいたい対策など（設問内容「あなたが楽しく安心し 

て暮らすには、那覇市に、どのようなことをやってもらう必要があると 

思いますか？ 知りたい・やってみたい・必要などと思うものに 3つま 

で○を付けて下さい。」）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ｐ33 

(2) 青少年問題への対策（保護者等）（設問内容「那覇市の青少年の諸問 

題に取り組むためには、どのような対策が必要と思われますか。あなた 

の考えることを□の中に記入して下さい。」）・・・・・・・・・・・・・・ ｐ33 
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１ 実態調査の考察（※実態調査の結果の中から考察のみ抜き出しています） 

 (1) 生活習慣について 

①「テレビ・ＤＶＤ」「ゲーム(ネットゲーム含む)」「ネットサーフィン等」「メ

ール・ＳＮＳ・フェイスブック・ライン等」をあわせて見ると、家で過ごす娯楽

の割合は年齢が上がるにつれ、上昇する傾向にある。又、中学生及び高校生では、

「部活動や地域のスポーツクラブ活動」や「メール・ＳＮＳ・フェイスブック・

ライン等」が生活の中で、中心を占める傾向にある。(よくやること・平日) 

 

②「テレビ・ＤＶＤ」「ゲーム(ネットゲーム含む)」「ネットサーフィン等」「メー

ル・ＳＮＳ・フェイスブック・ライン等」をあわせて見ると、家で過ごす娯楽の

割合は、高校生で一番高く、小学生が低い傾向にある。 

又、平日と同じように、中学生及び高校生では、「部活動や地域のスポーツク

ラブが生活の中で、中心を占める傾向にある。(よくやること・休日) 

 

③小学校～高校と次第に寝る時間が 1時間程度ずつ遅くなる傾向にある。高校生

と比べると、大学生・成人では比較的早く寝る人が増える傾向がある。 

夜型社会と言われる沖縄であるが、全国平均等と比べてみると就寝は逆に早い。

夜型社会と言われる問題については、色々と検討を重ねる必要がある。(就寝時

間・平日) 

 

④小学校～高校と次第に寝る時間が 1時間程度ずつ遅くなる傾向にある。その割

合は小学校、中学校が大きく、大学生・成人は小さい。又、高校と比べると、大

学生・成人では比較的早く寝る人が増える傾向がある。(就寝時間・休日) 

 

  (2) 学力・体調について 

①各科目とも、小中高と得意な子が少なくなる傾向がある。この傾向は学習意欲

の低さ・低学力と関係している。(得意な科目) 

 

②一部異なるものはあるが、全般的に体調は、小学～高校まで悪くなる傾向にあ

り、大学生・成人で若干回復する傾向にある。(体調) 

 

  (3) 意識について 

①中学校が、学校・職場に行きたくない子が一番多く、次に高校が多い。(学校・

職場に行きたくない) 

 

②「なんとなく」と言う理由で、登校・出勤しないのが、年齢が上がるにつれて

増えている。（※「憂鬱な時」の項目は大学生・成人のみでしか置いていないた

め、その部分を「なんとなく」に含まれるとみなした場合。）(学校・職場に行

きたくない理由) 

 

③「家庭を大事にする」「やりがいのあることを見つけ実行する」については、

全ての世代で多い。特に保護者においては、「家庭を大事にする」が多い。小学

～大学生・成人においては「趣味や余暇活動を楽しむ」が多いが、保護者におい

てはそれに代わり「経済的に豊かになる」が多くなっているのが特徴となってい

る。 

個人も家庭も、社会・公共志向ではなく、個人志向の傾向が拡大しており、コ
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ミュニティの衰退が顕著となっている。(重視するもの) 

 

④全体として規範性が低いのが、中学校生で、その次に大学生・成人となってい

る。保護者は、小学校の次に規範性が高い。規範意識は全体として良好ではある

が、アンケート結果を読み取る限り、個人志向の傾向が強く、実行には至ってい

ないと考えられる。又、アンケート結果からは、対人関係の規範意識が弱いこと

が読み取られ、特に中学生がストレスに曝されている。(規範) 

 

⑤小学校～高校までは、年齢が上がるにつれ、誰かの役に立っているとの思いが

薄れてくる傾向がある。又、対人関係の規範意識の弱さが表れており、小学生ま

で、個人志向が強くなっていることが反映されている。(誰かの役に立つ) 

 

⑥中学生は自分を価値ある存在と考えるものの割合が最も低くなっている。(価

値ある存在) 

 

⑦大学生・成人は、努力を行っていると考えている人の割合が最も高い。高校生

は、進学か就職かの選択が強くあり、又、低学力のため、進学の不安が高くなっ

ており、努力が足りないとの回答が高い。大学生・成人は、逃げ道がなく、頑張

るしかないため、努力しているとの回答が高い。(夢や目標への努力) 

 

  (4) 体験活動について 

①年齢が上がるにつれ、参加しない子が多くなる傾向にある。保護者は子どもと

一緒に参加するのか、中学校よりも参加率は良い。(自治会等の行事に参加した

ことがあるか) 

 

②年齢が上がるにつれ、「地域のお祭り」に参加する割合が増える傾向にある。

しかし、保護者については、「地域のお祭り」のみならず、自治会のその他の活

動への参加が他の世代より多く見られる。又、中学生の参加者は少ないが、様々

な行事に参加している。(自治会等で参加した行事はどんなものか) 

 

③小中高での参加しない理由は、興味がない・情報がないが多い。大学生・成人、

保護者からは、勉強・仕事が忙しいとの理由が多くなっている。なお、大学生・

成人は不参加の理由が多い。参加を増やすには、情報の提供（公報）を具体的に

どうするかが問題で、又、情報があっても、一人では参加しにくいことを考慮す

る必要がある。(自治会等に参加しない理由) 

 

  (5) 家族・友達 

①小学校～高校までは、年齢があがるにつれ、一緒に毎日食事をしない子どもが

増えている。(家族との食事) 

 

②中学生は、全ての家族からの信頼が薄いと思っている。(家族からの信頼はあ

るか) 

 

③年齢が上がるにつれ、親友が少なくなる傾向がある。逆にいえば、年齢が低い

程、一緒に遊び、活動出来る友達がいる。(親友はいるか) 
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  (6) 悩み・心配ごと 

①年齢が上がるにつれ、悩み等がある人は増加している。(悩み・心配ごとはあ

るか。) 

 

②年齢が上がるにつれ、「勉強や進学のこと」について悩む子が増加している。

各年代ともいじめ等の問題が見受けられ、その対処が望まれる。又、大学生・成

人では、下の年代よりも多種の悩みを持ち、高校生は、比較的少ない傾向がある。

(悩み・心配ごとは、どのようなものか。) 

 

③どの年代でも「親」や「学校などの友達」が相談相手としての割合が高い。成

人・大人でのみ「その他の家族・親戚」の割合が高くなっている。又、年代が若

いほど、相談相手が多い。子どもたちの成長とともに「親」から「友人」へ相談

相手が変わっている。(悩み・心配ごとの相談相手は、誰か。) 

 

④保護者が特に悩んでいることは「子どもの勉強や進学のこと」で約 27％。次

に多いのが「お金（養育費、学費等）のこと」「子どもの就職や仕事のこと」が

約 18％、約 14％となっている。割合は違うが、子ども自身の悩み・心配ごとと

対応している。（子育てに関する悩みごと・心配ごと（保護者）) 

 

(7) 子どもを取り巻く問題への対策 

① 全階層で見ると、「仕事の体験等（職業的自立、就労等支援）」や「学校給

食費や就学旅行費の支給など（経済的支援の充実）」が特に望まれている。（那

覇市にしてもらいたい対策など) 
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２ 生活習慣について 

(1) よくやること（設問内容「次のことについて、 よくやることを三つまで選ん

で下さい」） 

①平日 

             小学生では、「テレビ・ＤＶＤ」が一番多い。18％程度である。次に多いのは、

「友達と遊ぶ」「塾や習い事」で、それぞれ 15％及び 14％を超えている。 

      中学生では、「部活動や地域のスポーツクラブ活動」が一番多い。23％に近い。

次に多いのは、「テレビ・ＤＶＤ」「メール・ＳＮＳ・フェイスブック・ライン等」

で、それぞれ 18％及び 14％を超えている。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     高校生では、「メール・ＳＮＳ・フェイスブック・ライン等」が一番多い。24％

を超えている。次に多いのは、「部活動や地域のスポーツクラブ活動」「テレビ・

ＤＶＤ」で、それぞれ 21％及び 18％を超えている。 

     大学生・成人では、「テレビ・ＤＶＤ」が一番多い。20％を超えている。次に

多いのは、「アルバイト・仕事」「メール・ＳＮＳ・フェイスブック・ライン等」

で、それぞれ 18％及び 16％を超えている。 

     「テレビ・ＤＶＤ」「ゲーム(ネットゲーム含む)」「ネットサーフィン等」「メ

ール・ＳＮＳ・フェイスブック・ライン等」をあわせて見ると、家で過ごす娯楽

の割合は年齢が上がるにつれ、上昇する傾向にある。又、中学生及び高校生では、

「部活動や地域のスポーツクラブ活動」や「メール・ＳＮＳ・フェイスブック・

ライン等」が生活の中で、中心を占める傾向にある。（図 2-2-1参照） 

 

   ②休日 

    小学生は、「テレビ・ＤＶＤ」が一番多い。21％に近い。次に多いのは、「ゲー

ム(ネットゲーム含む)」「友達と遊ぶ」で、それぞれ 18％及び 14％を超えている。

小学生の場合、平日と休日で過ごし方が特に異なるのは、「ゲーム」と「塾」で

ある。平日の「ゲーム」は 11.2％でしかないのに、休日は 18.1％となり、同じ

く平日の「塾」は 14.7％もあるのに、休日は 3.9％でしかない。 

    中学生は、「テレビ・ＤＶＤ」が一番多い。23％に近い。次に多いのは、「部活

動や地域のスポーツクラブ活動」「友達と遊ぶ」で、それぞれ約 22％及び 19％超

となっている。中学生の場合、平日と休日で過ごし方が特に異なるのは、「友人
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2013 那覇市青少年実態調査 よくやること（平日） 図2-2-1
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との遊び」と「塾」である。平日の「友人との遊び」は 4.7％でしかないのに、

休日は 19.5％となり、同じく平日の「塾」は 12.9％あるのに、休日は 4.7％で

しかない。 

    高校生は、「メール・ＳＮＳ・フェイスブック・ライン等」が一番多い。22％

を超えている。次に多いのは、「部活動や地域のスポーツクラブ活動」「テレビ・

ＤＶＤ」で、それぞれ約 19％及び約 18％となっている。高校生の場合、平日と

休日で過ごし方が特に異なるのは、「友人との遊び」である。平日の「友人との

遊び」は 4.2％でしかないのに、休日は 12.6％となっている。又、小中と比べて

特徴的なのは、塾に通う生徒が平日 3.6％しかないことである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学生・成人は、「テレビ・ＤＶＤ」が一番多い。20％を超えている。次に多

いのは、「親族と過ごす」「メール・ＳＮＳ・フェイスブック・ライン等」で、そ

れぞれ約 14％及び 12％超となっている。大学生・成人の場合、平日と休日で過

ごし方が特に異なるのは、「アルバイト等」と「親族と過ごす」である。平日の

「アルバイト等」は 18％もあるのに、休日は 3.3％となり、又、平日の「親族と

過ごす」は 5.7％しかないのに、休日は 13.7％にもなる。 

     「テレビ・ＤＶＤ」「ゲーム(ネットゲーム含む)」「ネットサーフィン等」「メ

ール・ＳＮＳ・フェイスブック・ライン等」をあわせて見ると、家で過ごす娯楽

の割合は、高校生で一番高く、小学生が低い傾向にある。 

     又、平日と同じように、中学生及び高校生では、「部活動や地域のスポーツク

ラブが生活の中で、中心を占める傾向にある。 （図 2-2-2参照） 

 

  (2) 就寝時間（設問内容「あなたは、何時ごろ寝ていますか。」） 

   ①平日 

    小学生は、午後 9時～10時までの間に約 47％の子が寝ている。次に、午後 10

時～11時の間に約 40％の子が寝ており、午後 11時までには、90％超の子達が寝

ている。 

     中学生は、午後 10 時～11 時の間に約 40％の子が寝ている。次に、午後 11 時

～12 時の間に約 39％の子が寝ており、午後 12 時までには、89％超の子達が寝

ている。 

 
 

 

20.9

22.9

17.7

20.6

18.1

13.4

6.4

5.0

0.72

4.3

4.0

7.7

3.3

17.8

22.0

12.5

11.9

21.9

18.8

2.9

3.5

3.8

1.2

5.2

14.5

19.4

12.6

7.0

2.0

1.5

1.2

3.1

1.3

13.7

4.0 

4.7 

1.8 

10.5

4.4

4.8

4.7

6.1

6.5

3.2

7.0

3.0

3.3

4.1

1.8

1.9

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高校

大学成人

テレビ・ＤＶＤ

ゲーム(ネットゲーム含

む)
ネットサーフィン等

メール・ＳＮＳ・フェイ

スブック・ライン等
部活動や地域のスポーツ

クラブ活動
読書

友達と遊ぶ

一人で遊ぶ

野外活動

文化活動

親族と過ごす

塾や習い事

家で勉強（資格取得の学

習・勉強）
家の手伝い

アルバイトなど（アルバ

イト・仕事）
その他

919件

1715件

1037件

1385件

2013 那覇市青少年実態調査 よくやること（休日） 図2-2-2
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    高校生は、午後 11時～12時の間に約 48％の子が寝ている。次に、午前 0時～

1時の間に約 29％の子が寝ており、午前 1時までには、95％超の子達が寝ている。 

    大学生・成人は、午後 11時～12時の間に 31％超の人達が寝ている。次に、午

後 10 時～11 時の間に 21％超の人が寝ており、午前 2 時までには、約 95％の人

達が寝ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    小学校～高校と次第に寝る時間が 1時間程度づつ遅くなる傾向にある。高校生

と比べると、大学生・成人では比較的早く寝る人が増える傾向がある。 

    夜型社会と言われる沖縄であるが、全国平均等と比べてみると就寝は逆に早い。

夜型社会と言われる問題については、色々と検討を重ねる必要がある。（図 2-2-3

参照） 

 

   ②休日 

    小学生は、午後 10時～11時の間に 44％超の子が寝ている。次に、午後 9時～

10時の間に 24％超の子が寝ており、午後 12時までには、94％超の子達が寝てい

る。 

     中学生は、午後 11 時～12 時の間に 35％超の子が寝ている。次に、午後 10 時

～11 時の間に約 31％の子が寝ており、午前 1 時までには、ほぼ 100％の子達が

寝ている。 

     高校生は、午後 11時～12時の間に 38％超の子が寝ている。次に、午前 0時～

1時の間に約 29％の子が寝ており、午前 2時までには、95％超の子達が寝ている。 

    大学生・成人は、午後 11時～12時の間に 28％超の人達が寝ている。次に、午

前 0時～1時の間に約 23％の人が寝ており、午前 2時までには、91％超の人達が

寝ている 

小学校～高校と次第に寝る時間が 1時間程度づつ遅くなる傾向にある。その割

合は小学校、中学校が大きく、大学生・成人は小さい。又、高校と比べると、大

学生・成人では比較的早く寝る人が増える傾向がある。（図 2-2-4参照） 

 

 

 

 
 

 

3.9
0.88 0.66 1.7

46.5

9.0
1.8

10.0

39.9

40.2

15.3

21.5

7.9

38.9

48.3

31.5

1.5

10.8

29.2

20.9

3.7

9.1

0.82
2.9

2.0

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

小学校 中学校 高校 大学・成人

3時以降

2～3時

1～2時

0～1時

23～24時

22～23時

21～22時

21時以前

503人 452人 606人 339人

2013 那覇市青少年実態調査 何時ごろ寝るか（平日） 図2-2-3



15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学力・体調について 

(1) 得意な科目（設問内容「あなたは次の科目はどれくらい得意ですか。次の中か

ら選んで下さい。」） 

    小学生は、体育が得意な子が一番多く、次に算数が得意な子が多い。 

    中学生は、体育が得意な子が一番多く、次に国語が得意な子が多い。 

    高校生は、体育が得意な子が一番多く、次に国語が得意な子が多い。 

    各科目とも、小中高と得意な子が少なくなる傾向がある。この傾向は学習意欲

の低さ・低学力と関係している。 （図 2-2-5参照） 

 

  (2) 体調（設問内容「次の表にあることについて、普段どれくらい感じることがあ

りますか。」） 

    小学生は、「眠い」子が一番多い。よくあるとたまにあるを合わせると、65％
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を超える。次に多いのは、「考えがまとまらない」のと「イライラする」で、42、

3％を超えている。 

    中学生は、「眠い」子が一番多い。よくあるとたまにあるを合わせると、84％

を超えている。次に多いのは、「体がだるい」「「何もやる気がしない」で、51、2％

を超えている。 

    高校生は、「眠い」子が一番多い。よくあるとたまにあるを合わせると、91％

を超える。次に多いのは、「何もやる気がしない」「体がだるい」で、それぞれ

59％及び 56％を超えている。 

    大学生・成人は、「眠い」人が一番多い。よくあるとたまにあるを合わせると、

74％を超える。次に多いのは、「体がだるい」と「イライラする」で、それぞれ

65％及び 62％を超えている。 

    一部異なるものはあるが、全般的に体調は、小学～高校まで悪くなる傾向にあ

り、大学生・成人で若干回復する傾向にある。（図 2-2-6①～④参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3

21.8

9.1 8.7 12.3 6.5
13.2

7.7 6.3 6.3 7.1
2.1

25.9

43.4

22.2
34.6 30.5

28.3
20.6

22.6

12.1
22.4 18.6

4.5

43.1 

23.2 

29.6 

33.5 34.7 

37.3 
29.4 33.5 

17.7 

32.0 
32.6 

20.8 

26.55 

11.51 

38.97 

23.17 22.42 
27.74 

36.71 36.11 

63.89 

39.2 41.55 

72.54 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

④まったくない ③あまりない ②たまにある ①よくある

2013 那覇市青少年実態調査 小学校 体調 284人～505人 図2-2-6-①

 

9.9 

44.6 

9.6 12.1 13.9 
8.6 

14.4 14.2 18.0 
10.4 9.9 

2.1 

42.1 

39.9 

26.9 

33.7 33.9 

29.6 21.6 

37.5 30.1 

28.4 
23.3 

5.0 

30.6 

12.2 

31.2 

36.2 35.3 
44.5 

31.5 

27.9 

21.6 
30.2 

33.4 

14.6 

17.3 

3.4 

32.3 

18.0 16.9 17.4 

32.4 

20.4 
30.3 31.1 33.4 

78.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

④まったくない

③あまりない

②たまにある

①よくある2013那覇市青少年実態調査 中学校 体調 240人～446人 図2-2-6-②



17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 意識について 

(1) 学校・職場に行きたくない（設問内容「あなたは、学校又は職場に行きたくき

たくないと思うことがありますか」） 

    小学生は、「よくある」が約 7％。「たまにある」が約 44％ある。 

    中学生は、「よくある」が約 15％。「たまにある」が約 46％ある。 

    高校生は、「よくある」が約 10％。「たまにある」が約 49％ある。 

    大学生・成人は、「よくある」が約 7％。「たまにある」が約 51％ある。 

    中学校では学校・職場に行きたくない子が一番多く、次に高校が多い。 （図

2-2-7参照） 

 

  (2) 学校・職場に行きたくない理由（設問内容「行きたくない、主な理由を次から

３つ選んでください。」） 

    小学生は、一番多いのが「なんとなく」で約 20％。その次が、「苦手な科目の

授業がある時」「朝、 起きられなかった時（遅刻する時）」で、それぞれ約 17％、
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約 11％ある。又、割合としては小さいが、いじめを受けた時が約 2.8％（15件） 

ある。いじめについては、悩み・心配ごとの理由では 8件あった。 

中学生は、一番多いのが「なんとなく」で約 25％。その次が、「苦手な科目の

授業がある時」「朝、 起きられなかった時（遅刻する時）」で、それぞれ約 13％

ある。又、割合としては小さいが、いじめを受けた時が 5件ある。いじめについ

ては、悩み・心配ごとの理由では 2件あった。 

高校生は、一番多いのが「なんとなく」で約 29％。その次が、「朝、 起きら

れなかった時（遅刻する時）」「苦手な科目の授業がある時」で、それぞれ約 17％

と約 10％ある。又、割合としては小さいが、いじめを受けた時が 2 件ある。い

じめについては、悩み・心配ごとの理由では 0件であった。 

大学生・成人は、一番多いのが「憂鬱な時」で約 26％。その次が、「なんとな

く」「苦手な科目の授業又は苦手な業務がある時」で、それぞれ約 16％と約 10％

ある。又、割合としては小さいが、嫌がらせを受けた時が 5件ある。 

「なんとなく」と言う理由で、登校・出勤しないのが、年齢が上がるにつれて

増えている。（※「憂鬱な時」の項目は大学生・成人のみでしか置いていないた

め、その部分を「なんとなく」に含まれるとみなした場合。）（図 2-2-8参照） 
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  (3) 重視するもの（設問内容「生きていく上で何を重視していますか。」） 

     小学生は、一番多いのが「家庭を大事にする」で約 27％。その次が、「やりが

いのあることを見つけ実行する」「趣味や余暇活動を楽しむ」で、それぞれ約 22％

と約 18％いる。 

    中学生は、一番多いのが「やりがいのあることを見つけ実行する」で約 26％。

その次が、「家庭を大事にする」「趣味や余暇活動を楽しむ」で、それぞれ約 24％

と約 20％いる。 

    高校生は、一番多いのが「やりがいのあることを見つけ実行する」で約 28％。

その次が、「家庭を大事にする」「趣味や余暇活動を楽しむ」で、それぞれ約 20％

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   大学生・成人は、一番多いのが「家庭を大事にする」で約 26％。その次が、「や

りがいのあることを見つけ実行する」「趣味や余暇活動を楽しむ」で、それぞれ

約 24％と約 18％いる。 

    保護者は、一番多いのが「家庭を大事にする」で約 41％。その次が、「やりが

いのあることを見つけ実行する」「経済的に豊かになる」で、それぞれ約 28％と

約 13％いる。 

    家庭を大事にする」「やりがいのあることを見つけ実行する」については、全

ての世代で多い。特に保護者においては、「家庭を大事にする」が多い。小学～

大学生・成人においては「趣味や余暇活動を楽しむ」が多いが、保護者において

はそれに代わり「経済的に豊かになる」が多くなっているのが特徴となっている。 

    個人も家庭も、社会・公共志向ではなく、個人志向の傾向が拡大しており、コ

ミュニティの衰退が顕著となっている。（図 2-2-9参照） 

 

  (4) 規範（設問内容「次のことについてどう思いますか」） 

     小学生は、一番規範性が高いのが、「万引きやどろぼうをする」で「絶対にし

ていけない」が 99.2％となっている。次が「薬物（シンナーなど）を使用する」

「裸を異性に見せたり、Ｈなことをしたりする」「タバコをすう」で、それぞれ

98.8％、95.6％、95.6％となっている。一番規範性が低いのが「自転車で二人乗

りをする」で、「絶対にしていけない」が 61.5％となっている。次に低いのが「約

束をやぶる」「狭い道で自転車を並進させる」で、それぞれ 61.6％、63.3％とな
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っている。 

    中学生は、一番規範性が高いのが、「万引きやどろぼうをする」で「絶対にし

ていけない」が 91.1％となっている。次が「薬物（シンナーなど）を使用する」

「タバコをすう」で、それぞれ 89.4％、83.8％となっている。一番規範性が低

いのが「自転車で二人乗りをする」で、「絶対にしていけないが 37.4％となって

いる。次に低いのが「他人の悪口を言う」「あいさつ（挨拶）や返事をしない」

で、それぞれ 44.4％、50.0％となっている。 

    高校生は、一番規範性が高いのが、「薬物（シンナーなど）を使用する」で「絶

対にしていけない」が 92.69％となっている。次が「万引きやどろぼうをする」

「他人をいじめる」で、それぞれ 92.67％、91.7％となっている。一番規範性が

低いのが「自転車で二人乗りをする」で、「絶対にしていけない」が 36.9％とな

っている。次に低いのが「学校をさぼる」「無免許運転を行う」「深夜まで遊ぶ」

で、それぞれ 37.2％、45.8％、45.8％となっている。 

    大学生・成人は、一番規範性が高いのが、「薬物（シンナーなど）を使用する」

で「絶対にしていけない」が 97.6％となっている。次が「無免許運転を行う」「万

引きや泥棒をする」で、それぞれ 95.2％、93.4％となっている。一番規範性が

低いのが「自転車で二人乗りをする」で、「絶対にしていけない」が 35.7％とな

っている。次に低いのが「翌日の仕事等に影響する深夜まで遊ぶ」「約束をやぶ

る」で、それぞれ 37.7％、39.2％となっている。 

     保護者は、一番規範性が高いのが、「薬物（シンナーなど）を使用する」で「絶

対にしていけない」が 99.5％となっている。次が「万引きやどろぼうをする」「売

春や援助交際等を行う」で、それぞれ 99.1％、98.9％となっている。一番規範

性が低いのが「約束を破る」で、「絶対にしていけない」が 50.3％となっている。

次に低いのが「他人がいじめられるのをだまって見る」「自転車で二人乗りをす

る」で、それぞれ 54.8％、56.7％となっている。 

    全体として規範性が低いのが、中学校生で、その次に学生・成人となっている。

保護者は、小学校の次に規範性が高い。規範意識は全体として良好ではあるが、

アンケート結果を読み取る限り、個人志向の傾向が強く、実行には至っていない

と考えられる。又、アンケート結果からは、対人関係の規範意識が弱いことが読

み取られ、特に中学生がストレスに曝されている。 
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※設問回答は、「絶対にしてはいけない」「どちらかといえばしてはいけない」「ど

ちらかといえばしてもかまわない」「してもかまわない」「わからない」の５個の

回答になっている。グラフでは、「絶対にしてはいけない」「どちらかといえばし

てはいけない」を「してはいけない」、「どちらかといえばしてもかまわない」「し

てもかまわない」を「してもかまわない」にまとめて表示している。（図 2-2-10-

①～⑤参照） 

 

  (5) 誰かの役に立つ（設問内容「自分が誰かの役に立っていると思いますか」） 

小学生は、「思う」と「どちらかといえば思う」を合わせて約 61％。 

中学生は、「思う」と「どちらかといえば思う」を合わせて約 49％。 

高校生は、「思う」と「どちらかといえば思う」を合わせて約 43％。 

大学生・成人は、「思う」と「どちらかといえば思う」を合わせて 70％。 

小学生～高校生までは、年齢が上がるにつれ、誰かの役に立っているとの思い

が薄れてくる傾向がある。又、対人関係の規範意識の弱さが表れており、小学生

まで、個人志向が強くなっていることが反映されている。（図 2-2-11参照） 
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  (6) 価値ある存在（設問内容「自分は価値ある存在だと思いますか」） 

    小学生は、「思う」と「どちらかといえば思う」を合わせて約 66％。 

中学生は、「思う」と「どちらかといえば思う」を合わせて約 51％。 

高校生は、「思う」と「どちらかといえば思う」を合わせて約 56％。 

大学生・成人は、「思う」と「どちらかといえば思う」を合わせて約 72％。 

中学生は自分を価値ある存在と考えるものの割合が最も低くなっている。（図

2-2-12参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (7) 夢や目標への努力（設問内容「夢や目標の実現に向けて努力していますか」） 

    小学生は、「思う」と「どちらかといえば思う」を合わせて約 68％。 

中学生は、「思う」と「どちらかといえば思う」を合わせて約 60％。 

高校生は、「思う」と「どちらかといえば思う」を合わせて約 56％。 

大学生・成人は、「思う」と「どちらかといえば思う」を合わせて約 72％。 

大学生・成人は、努力を行っていると考えている人の割合が最も高い。高校生

は、進学か就職かの選択が強くあり、又、低学力のため、進学の不安が高くなっ

ており、努力が足りないとの回答が高い。大学生・成人は、逃げ道がなく、頑張

るしかないため、努力しているとの回答が多い。 

    （図 2-2-13参照） 

 

  (8) 青少年像（設問内容「次代を担う青少年像として特に望ましいと思われるもの

を、次の中から３つまで選んでください。」） 

    保護者が特に望ましいと思う青少年像は「他人に対する思いやりがあり、他者

との協調性を持った青少年」で約 25％。次に多いのが「マナーや社会の決まり

を遵守し、人と共生する力を持った青少年」「生きる力を備え自立した社会力の

ある青少年」が約 17％、約 16％となっている。ちなみに「沖縄に誇りを持ち郷

土を愛する青少年」については、約 3％となっている。（図 2-2-14参照） 
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５ 体験活動について 

(1) 自治会等の行事に参加したことがあるか（設問内容「あなたはこの１年間に、

地域のグル－プ・団体の活動や、自治会・町内会の行事などに参加したことがあ

りますか」） 

    小学生は、参加したことがある子が 66％。 

中学生は、参加したことがある子が約 43％。 

    高校生は、参加したことがある子が約 26％。 

    大学生・成人は、参加したことがある人が約 27％。 

    保護者は、参加したことがある人が約 45％。 

    年齢が上がるにつれ、参加しない子が多くなる傾向にある。保護者は子どもと

一緒に参加するのか、中学校よりも参加率は良い。（図 2-2-15参照） 
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  (2) 自治会等で参加した行事はどんなものか（設問内容「参加した行事は何ですか。

あてはまる番号すべてに○をつけてください。」） 

    小学生は、一番多いのが「地域のお祭り」で約 38％。その次が、「地域の運動

会、クリスマス会など」「道路や公園などの清掃活動」で、それぞれ約 21％と約

15％いる。地域活動の中身は、子ども会やボランティア活動で、親と一緒に参加

し行動しているものと見られる。 

    中学生は、一番多いのが「地域のお祭り」で約 40％。その次が、「地域の運動

会、クリスマス会など」「道路や公園などの清掃活動」で、それぞれ約 21％と約

16％いる。 

     高校生は、一番多いのが「地域のお祭り」で約 48％。その次が、「地域の運動

会、クリスマス会など」「道路や公園などの清掃活動」で、それぞれ約 18％と約

15％いる。 

    大学生・成人は、一番多いのが「地域のお祭り」で約 49％。その次が、「地域

の運動会、クリスマス会など」「道路や公園などの清掃活動」で、それぞれ約 21％

と約 12％いる。 

     保護者は、一番多いのが「地域のお祭り」で約 39％。その次が、「地域の運動

会、クリスマス会など」「道路や公園などの清掃活動」で、それぞれ約 17％と約

16％いる。 

    保護者を除き階層が上がるにつれ、「地域のお祭り」に参加する割合が増える

傾向にある。しかし、保護者については、「地域のお祭り」のみならず、自治会

のその他の活動への参加が他の世代より多く見られる。又、中学生の参加者は少

ないが、様々な行事に参加している。（図 2-2-16参照） 

 

  (3) 自治会等に参加しない理由（設問内容「参加しない理由は何ですか。あてはま

る番号すべてに○をつけてください。」） 

    小学生は、一番多いのが「興味がないから」で約 30％。その次が、「情報がな

いから」「自分の趣味や活動など他に熱中していることがあるから」で、それぞ

れ約 20％、約 18％いる。 

中学生は、一番多いのが「興味がないから」で約 27％。その次が、「情報がな
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いから」「自分の趣味や活動など他に熱中していることがあるから」で、それぞれ

約 23％、約 22％いる。 

高校生は、一番多いのが「情報がないから」で約 23％。その次が、「身近にそ

ういう活動がないから」「興味がないから」で、それぞれ約 23％、約 21％いる。 

      大学生・成人は、一番多いのが「勉強・仕事などで忙しいから」で約 27％。

その次が、「情報がないから」「身近にそういう活動がないから」で、それぞれ約

25％、約 19％いる。 

     保護者は、一番多いのが「勉強・仕事などで忙しいから」で約 43％。その次

が、「情報がないから」「身近にそういう活動がないから」で、それぞれ約 19％、

約 16％いる。 

    小中高での参加しない理由は、興味がない・情報がないが多い。大学生・成人、

保護者からは、勉強・仕事が忙しいとの理由が多くなっている。なお、大学生・

成人は不参加の理由が多様である。参加を増やすには、情報の提供（公報）を具

体的にどうするかが問題で、又、情報があっても、一人では参加しにくいことを

考慮する必要がある。（図 2-2-17参照） 
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６ 家族・友達 

(1) 家族との食事（設問内容「家族で食事をしていますか。」） 

    小学生は、「毎日一緒」は約 70％、「時々一緒」が約 26％となっている。 

    中学生は、「毎日一緒」は約 61％、「時々一緒」が約 29％となっている。 

    高校生は、「毎日一緒」は約 45％、「時々一緒」が約 40％となっている。 

    大学生・成人は、「毎日一緒」は約 53％、「時々一緒」が約 28％となっている。 

    小学生～高校生までは、年齢があがるにつれ、一緒に毎日食事をしない子ども

が増えている。（図 2-2-18参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) 家族からの信頼はあるか。（設問内容「あなたは、家族からどれくらい信頼さ

れていると思いますか。」） 

    小学生は、「とても信頼されている」「まあ信頼されている」を合わせて、一番

多いのが「祖父母」で約 77％。次に多いのは、「母親」「父親」で、それぞれ約

74％、約 69％。 

    中学生は、「とても信頼されている」「まあ信頼されている」を合わせて、一番

多いのが「母親」で約 58％。次に多いのは、「祖父母」「父親」で、それぞれ約

56％、約 50％。 

    高校生は、「とても信頼されている」「まあ信頼されている」を合わせて、一番

多いのが「母親」で約 73％。次に多いのは、「祖父母」「父親」で、それぞれ約

67％、約 65％。 

    大学生・成人は、「とても信頼されている」「まあ信頼されている」を合わせて、

一番多いのが「子ども」で約 87％。次に多いのは、「母親」「夫又は妻」で、そ

れぞれ約 84％となっている。 

    中学生は、全ての家族からの信頼が薄いと思っている。（図 2-2-19参照） 

 

  (3) 親友はいるか。（設問内容「何でも相談したり、どんな時でも一緒にいてくれ

る親友と言える友だちは何人くらいいますか」） 

    小学生は、一番多いのが「親友は２人～５人」で約 56％。その次が、「親友は

６人以上」「わからない」で、それぞれ約 24％、約 9％。 

     中学生は、一番多いのが「親友は２人～５人」で約 51％。その次が、「わから
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ない」「親友は６人以上」で、それぞれ約 23％、約 17％。 

    高校生は、一番多いのが「親友は２人～５人」で約 54％。その次が、「わから

ない」「親友は６人以上」で、それぞれ約 24％、約 14％。 

    大学生・成人は、一番多いのが「親友は２人～５人」で約 58％。その次が、「親

友はいない」「親友は 1人」で、それぞれ約 16％、約 13％。 

    年齢が上がるにつれ、親友が少なくなる傾向がある。逆にいえば、年齢が低い

程、一緒に遊び、活動出来る友達がいる。（図 2-2-20参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 悩み・心配ごと 

(1) 悩み・心配ごとはあるか。（設問内容「現在、悩みごとや心配ごとがあります

か。」） 

    小学生は、悩み等がある子は、約 19％。 

    中学生は、悩み等がある子は、約 37％。 

    高校生は、悩み等がある子は、約 58％。 

大学生・成人は、悩み等がある人は、約 77％。 
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    年齢が上がるにつれ、悩み等がある人は増加している。（図 2-2-21参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) 悩み・心配ごとは、どのようなものか。（設問内容「悩みごと、心配ごとは次

のどれにあてはまりますか。」） 

    小学生は、一番多いのが「勉強や進学のこと」で約 28％。次に多いのは、「自

分の性格」「友だちや恋人のこと」で、それぞれ約 14％、約 13％。又、割合とし

ては小さいが、深刻な問題として、いじめが８件、パワハラが１件、お酒やタバ

コなどについては４件ある。 

    中学生は、一番多いのが「勉強や進学のこと」で約 37％。次に多いのは、「自

分の性格」「友だちや恋人のこと」で、それぞれ約 14％、約 12％。又、割合とし

ては小さいが、深刻な問題として、いじめが２件、パワハラが３件、親の暴力や

いやがらせ・無視が１件、大人からエッチなことをされるが２件、お酒やタバコ

などについては１件ある。 

    高校生は、一番多いのが「勉強や進学のこと」で約 47％。次に多いのは、「自

分の性格」「友だちや恋人のこと」で、それぞれ約 16％、約 9％。又、割合とし

ては小さいが、深刻な問題として、虐待が１件、セックスなどについては３件あ

る。 

    大学生・成人は、一番多いのが「アルバイトや仕事のこと」で約 21％。次に

多いのは、「お金のこと」「家族のこと」で、それぞれ約 19％、約 17％。又、割

合としては小さいが、深刻な問題として、いじめが 1件、パワハラ（力による押

し付け）等が１件、恐喝等が 1 件、虐待が 2 件、セックスなどについて 12 件、

お酒などについて 6件ある。 

    年齢が上がるにつれ、「勉強や進学のこと」について悩む子が増加している。

各年代ともいじめ等の問題が見受けられ、その対処が望まれる。又、大学生・成

人では、下の年代よりも多種の悩みを持ち、高校生は、比較的少ない傾向がある。

（図 2-2-22参照） 

 

  (3) 悩み・心配ごとの相談相手は、誰か。（設問内容「悩みごと、心配ごとで困っ

たときは、誰に相談しますか。」） 

    小学生は、一番多いのが「親」で約 37％。次に多いのは、「学校などの友達」
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「兄弟姉妹」で、それぞれ約 26％、約 9％。 

    中学生は、一番多いのが「学校などの友達」で約 33％。次に多いのは、「親」

「兄弟姉妹」で、それぞれ約 27％、約 10％。  

高校生は、一番多いのが「学校などの友達」で約 38％。次に多いのは、「親」

「兄弟姉妹」で、それぞれ約 26％、約 8％。 

     大学生・成人は、一番多いのが「親」で約 22％。次に多いのは、「その他の家

族・親戚」「学校・職場などの友達」で、それぞれ約 16％、約 14％。 

    どの年代でも「親」や「学校などの友達」が相談相手としての割合が高い。成

人・保護者でのみ「その他の家族・親戚」の割合が高くなっている。又、年代が

若いほど、相談相手が多い。子どもたちの成長とともに「親」から「友人」へ相

談相手が変わっている。（図 2-2-23参照） 
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  (4) 子育てに関する悩みごと・心配ごと（保護者等）（設問内容「現在、子育てを

している中で、悩みごと、心配ごとがありますか。」） 

    保護者が特に悩んでいることは「子どもの勉強や進学のこと」で約 27％。次

に多いのが「お金（養育費、学費等）のこと」「子どもの就職や仕事のこと」が

約 18％、約 14％となっている。割合は違うが、子ども自身の悩み・心配ごとと

対応している。（図 2-2-24参照） 

 

  (5) 子育てに関する悩みごと・心配ごとの相談先（保護者等）（設問内容「子育て

に関する悩みや不安などを、どなたに相談していますか」） 

     保護者が良く相談する相手は「身内（親、配偶者、兄弟姉妹）」で約 49％。次

に多いのが「職場の人、知人、友人」「学校の先生」が約 33％、約 5％となって

いる。（図 2-2-25参照） 
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８ 子どもを取り巻く問題 

(1) 子供たちを取り巻く問題への関心（保護者等）（設問内容「最近の子どもたち

を取り巻く問題で関心のあることは何ですか。」） 

    保護者が関心を持っているのが「インターネットや携帯電話などを介した犯罪

やトラブル」で約 21％。次に多いのが「いじめ 、校内暴力」「青少年が被害者

及び加害者となる凶悪犯罪の増加」が約 13％、約 7％となっている。（図 2-2-26

参照） 

 

  (2) 子供たちを取り巻く問題の原因（保護者等）（設問内容「お答えいただいた問

題について、原因は何だと思われますか。」） 

    保護者が一番の原因と考えているのが「経済環境の悪化」で約 15％。次に多

いのが「家庭でのしつけや教育力の低下」「未成熟な親の増加」が約 13％、約 10％

となっている。（図 2-2-27参照） 
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９ 子どもを取り巻く問題への対策 

(1) 那覇市にしてもらいたい対策など（設問内容「あなたが楽しく安心して暮らす

には、那覇市に、どのようなことをやってもらう必要があると思いますか？ 知

りたい・やってみたい・必要などと思うものに 3つまで○を付けて下さい。」） 

    小学生は、一番多いのが、「仕事の体験等（職業的自立、就労等支援）」で約

22％。次に多いのが「安心して、いつでも、どこでも遊べるようにして欲しい（犯

罪被害防止・保護）」「いじめなどにあわないようにして欲しい（いじめ被害、自

殺対策）」で、それぞれ約 10％、約 9％となっている。 

中学生は、一番多いのが、「仕事の体験等（職業的自立、就労等支援）」で約

18％。次に多いのが「成績を上げるような教え方をして欲しい（学校の指導力の

向上等）」「子どもの意見や思いを聞いて欲しい。（青少年の意見が行政に反映さ

れる制度づくり）」で、それぞれ約 18％、約 12％となっている。 

    高校生は、一番多いのが、「学校給食費や就学旅行費の支給など（経済的支援

の充実）」で約 14％。次に多いのが「放課後子ども教室等（放課後の居場所やさ

まざまな活動の場づくり）」「やる気･元気旗頭フェスタ等（体験・野外活動など

の多様な活動機会の提供）」で、それぞれ約 9％、約 8％となっている。 

    大学生・成人は、一番多いのが、「学校給食費や就学旅行費の支給など（経済

的支援の充実）」で約 14％。次に多いのが「仕事の体験等（職業的自立、就労等

支援）」「放課後子ども教室等（放課後の居場所やさまざまな活動の場づくり）」

で、それぞれ約 10％、約 8％となっている。 

     全年齢で見ると、「仕事の体験等（職業的自立、就労等支援）」や「学校給食費

や就学旅行費の支給など（経済的支援の充実）」が特に望まれている。（図 2-2-28

参照） 

 

    (2) 青少年問題への対策（保護者等）（設問内容「那覇市の青少年の諸問題に取り

組むためには、どのような対策が必要と思われますか。あなたの考えることを□

の中に記入して下さい。」） 

    保護者が考える対策は「家庭内での問題（コミュニケーション・しつけ・モラ

ル等）」で約 16％。次に多いのが「親・大人のしつけ、モラルの向上や指導」「地
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域の連携・関わりの向上」が約 13％、約 9％となっている。（図 2-2-29参照） 
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第４章 那覇市の課題 

 「那覇市青少年実態調査」の結果、把握した下記 1の課題等に基づき、下記２以下の

課題を設定した。 

 

１ 実態調査から導かれる那覇市の課題 

  (1) 小中高と少なくなる学習時間及び学習意欲や努力（ｐ12「よくやること」ｐ15

「得意な科目」ｐ23「夢や目標への努力」参照） 

   (2) 個人志向の傾向が拡大しており、対人関係の規範意識が弱い（ｐ19「重視する

もの」ｐ19「規範」ｐ22「誰かの役に立つ」参照） 

   (3) 小中高と少なくなる自治会等の行事参加（ｐ24「自治会等の行事に参加したこ

とがあるか」参照） 

   (4) 年代が上がるにつれ悩み・心配ごとを持つ子が多くなる。（ｐ28「悩み・心配

ごとはあるか」参照） 

   (5) 年代が上がるにつれ、「勉強や進学のこと」について悩む子が増加している。

友人や自分の性格について悩む子も多い。虐待やいじめ、パワハラ・セクハラで

悩む子もいる。（ｐ17「学校・職場に行きたくない理由」ｐ29「悩み・心配ごと

はどのようなものか」参照） 

   (6) 保護者は「子どもの勉強や進学のこと」「学費等」について悩んでいる。（ｐ31

「子育てに関する悩みごと・心配ごと」参照） 

   (7) 保護者が考える子供達に係る問題の原因は、「経済環境の悪化」「家庭でのしつ

けや教育力の低下」などである（ｐ32「子どもたちを取り巻く問題の原因」参照） 

   (8) 子どもたちが考える、子どもたちを取り巻く問題への対策の主なものは、「職

業的自立、就労等支援」「経済的支援の充実」などである。（ｐ33「那覇市にして

もらいたい対策など」参照） 

   (9) 保護者が考える、子どもたちを取り巻く問題への対策の主なものは、「家庭内

での問題」「親・大人のしつけなど」「地域の連携等」である。（ｐ33「青少年問

題の対策」参照） 

 

 ２ 子ども・若者の健やかな成長のための支援 

これからの社会の主体となっていく子ども・若者が、安心して健やかに成長し、

豊かな人間性や社会性を育むには、自然・文化・芸術などの様々な体験や学習の機

会、地域や社会に関わっていくことがとても大切です。その上に、心身の相談など

のサポート支援が必要となってきます。 

又、子ども・若者が自己を確立し、地域活動や社会に参加・参画し、自立してい

く力を獲得していくために、活動の場や機会を創ることが求められています。 

 

 ３ 困難を有する子ども・若者やその家族への支援 

ニート、ひきこもり、不登校など社会や学校との関わりに課題を持つ子ども・若

者や、障害があり自分から社会や学校へ関わることが難しい子ども・若者やその家

族への支援が必要です。又、生活困窮等により困難を抱えている子ども・若者への

取組も求められています。 

非行・犯罪に陥った子ども・若者への支援や、子ども・若者が犯罪等に巻き込ま

れないように、被害防止・保護の取組が必要です。 

 

 ４ 家庭・地域・学校及び関係機関が連携した取組の強化  

子ども・若者を取り巻く様々な課題を解決するには、個々の取組だけでなく、家
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庭・地域・学校や関係機関・ＮＰＯ法人などと連携を図り、個別的・継続的な支援

体制を確立していくことが必要です。 

    

５ 子育てや家庭教育への支援 

少子高齢・核家族化や雇用環境の変化、ライフスタイルの多様化等によって、子

ども・若者だけでなく大人自身も、地域の中で様々な人々に関わったり触れ合った

りする機会が減少しています。 

それとともに、子育ての援助がない、子育て・教育の相談ができる相手もない孤

立した家庭、子育てや教育について不安を持つ保護者が増えてきています。地域の

中で子育てを支援し、子育てや教育の相談ができる体制を充実させていくことが必

要です。 

 

６ 地域の青少年育成における多様な担い手の育成や活動支援 

青少年団体や子ども・若者自身が地域活動の企画・運営に参画する経験は、子ど

も・若者の地域活動への関心を高めることにつながります。そのために青少年団体

や指導者・リーダー育成の支援が必要とされています。 
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第５章 基本理念・基本的な視点・基本目標 

 上位計画に基づき、基本理念を次のように定め、第４章の課題に基づく、基本目標を

次のようにします。 

 

１ 基本理念 

『子どもの笑顔と、若者の希望を、みんなで育むまち』 

 

未来の担い手である子どもと若者が将来へ希望を抱き、その笑顔が町中にあふれる

豊かなまちを目指し、家庭・地域・学校・関係機関など全ての市民が連携して、健や

かな青少年の育成を図ります。 

 

２ 基本的な視点 

   子ども・若者の健全な育成を推進するために、次のような視点で施策を展開して

いきます。 

 

(1) 子ども・若者の視点 

    子ども・若者は、次代の担い手であり社会を形成していく主体です。その主体

である子ども・若者の意思や考え、利益を最大限に尊重し、かつ施策の効果が最

大限になるような支援を行います。 

 

(2) 子ども・若者を社会全体で見守り、支援する視点 

    子ども・若者が健やかに成長し、自立して社会に参加・参画することができる

ように、社会全体で支援を行います。 

 

(3) 子ども・若者の抱える様々な問題の解決を支援する視点 

    様々な課題を抱えるため、学校や社会に関わることができない子ども・若者の

一人一人の状況に応じ、その背景・事情にも配慮し、子ども・若者が自身の行動

を変えていけるような総合的支援を、社会全体で重層的に実施します。 

 

(4) 子ども・若者を支える環境を整備する視点 

    子ども・若者の成長や課題解決のために、家庭、学校及び地域の相互の関係の

再構築、相談体制の充実、専門職の養成・確保などの環境整備や大人社会の見直

しを行います。 

 

３ 基本目標 

(1) すべての子ども・若者が健やかに成長し、自立できるまち 

      すべての子ども・若者を健やかに成長させるために、安心して活動できる拠点

や成長段階に応じたスポーツ・社会・生活・集団体験活動及び自然・文化・歴史

に触れる様々な体験・学習機会などを支援提供します。又、自主性と社会性を身

につけ、すべての子ども・若者が社会に積極的に参加・参画するよう、体験・交

流づくりや指導者養成などの子ども・若者の主体的活動を支援します。 

 

(2) 問題を抱える子ども・若者が健やかに暮らせるまち 

子ども・若者が抱える困難は一人ひとり異なり、さまざまな分野にわたり問題

が複雑に絡み合っていることが多く、困難を抱えている子ども・若者がその置か

れている状況を克服することができるよう、教育・医療・福祉・就労など、分野、
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主体の壁を越えて互いに連携・協力し、情報共有を強めながら、きめ細やかな支

援を行っていきます。 

又、困難が生じてから対応するのみではなく、困難を予防することも必要であ

り、親への支援や、子ども・若者の生きる地域が、子ども・若者の困難を支援す

る仕組みを作って行きます。 

 

(3) 子ども・若者と大人がつながるまち 

子ども・若者の成長と自立をより効果的に支援するために、家庭・地域・学校・

関係機関の相互連携を推進し、社会全体で、発達段階等に応じて、子ども・若者

を支援する体制づくりを目指します。又、「地域で育む」という意識を持って、地

域全体で子ども・若者施策を推進できるよう協働のまちづくりを活かした取組を

推進します。 

青少年の社会参加・参画の機会と、自主性や創造性、社会性を培う機会を増や

すため、青少年団体の育成を推進し、地域での青少年活動の活性化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



39 

 

第６章 基本施策 

 第５章の３の基本目標を達成するために、基本施策を次のように定めます。 

 １ 基本施策概要 

   課題・基本目標・基本施策・各事業との関連を理解し、求める事業を検索できる

ように、次の概要を示します。 
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全な環境整

備 

成長に応じ

た豊かな体

験や学習機

会の提供と
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犯罪被害防

止と非行防

止等の推進 

自立困難を

抱える子ど

も・若者とそ

の家族への

支援 

経済的・社会

的困難を抱え

る子ども ・若

者とその家族

への支援 

障がいを抱え

る子ども・若

者とその家族

への支援 

家庭との連

携 

青少年団体

との連携 

支援ネット

ワークの構

築 

那覇市の課題 基本目標 基本施策 各事業 

①就学指導委員会事業②特別支援教育充実事業（幼）③特別支援教

育充実事業（小中）④特別児童扶養手当⑤放課後等デイサービス⑥

医療型児童発達支援、⑦居宅介護サービス⑧短期入所⑨就労移行支

援⑩就労継続支援Ａ型⑪就労継続支援Ｂ型⑫地域生活支援事業・日

中支援事業⑬那覇市障がい者相談支援事業⑭那覇市発達障がい者支

援連絡会議⑮療育手帳⑯身体障害者手帳⑰精神障害者保健福祉手帳

⑱自立支援医療（更生・育成医療）⑲自立支援医療（精神通院）⑳

障害児福祉手当 21)那覇市重度心身障がい者医療費等助成事業 22)

障がい者雇用安定化推進事業、23) 補装具給付事業、24) 日常生活

用具給付事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

①学校・家庭・地域連携協力推進事業（放課後子ども教室）②青少

年旗頭事業（やる気・元気旗頭フェスタ inなは）③善行青少年等の

表彰④学習ボランティア支援事業⑤こどもみらい基金⑥那覇市児童

館（11 館）⑦児童クラブ⑧那覇市予防接種⑨子どもフェスタ in な

は⑩森の家みんみん⑪津波避難ビル青少年育成施設開設事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

①公民館講座事業②出前こども博物館③スポーツ専門指導員派遣事

業④児童のスポーツ県外派遣補助金事業、⑤那覇市少年少女ドッジ

ボール大会⑥スポーツフェスティバル in なは⑦那覇市健康ウォー

キング推進事業⑧那覇市スポーツ少年団⑨伝統芸能楽器の貸出し⑩

職場体験学習・職場訪問学習⑪ジョブシャドウイング⑫那覇税務署

等関連団体との連携・協力（窓口）⑬他県青少年団体受け入れ⑭生

涯を通じた女性の健康支援事業⑮思春期教室 

 

 

①Ｇo 家運動推進事業、②街頭指導事業、③生徒サポーター研修、

④人権教育の推進、⑤学校警察連絡協議会、⑥小中学校指導主事連

絡協議会、⑦暴力団壊滅那覇市民対策会議による青少年向けリーフ

レットの配布、⑧消費生活相談事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

①自立支援教室（きら星学級）事業②メンタルヘルスカウンセリン

グ事業③学習支援室（てぃんばう）事業④教育相談支援事業⑤適応

指導教室（あけもどろ学級）事業 

 

 

 

 

 

 

 

①家庭児童相談、②育児支援家庭訪問事業 

①外国人子女等指導協力者派遣事業②就学援助③就園奨励費④生活

保護の教育扶助⑤生活保護世帯への高等学校等就学費扶助制度⑥児

童手当⑦児童扶養手当⑧助産施設入所措置制度⑨母子及び父子家庭

等医療費助成⑩こども医療費助成事業⑪小児慢性特定疾病医療費公

費負担制度⑫小児慢性特定疾患児生活用具給付事業⑬短期入所生活

援助事業⑭母子生活支援施設⑮那覇市母子家庭等職業自立支援事業

⑯自立支援教育訓練給付金事業⑰那覇市母子家庭等日常生活支援事

業⑱那覇市高等技能訓練促進給付金事業、⑲なはし就職なんでも相

談センター運営事業⑳母子及び寡婦福祉資金の貸付、21)「沖縄被害

者支援ゆいセンター」補助金、22)那覇人権擁護委員協議会補助金、

23)消費生活相談事業、24）被保護者子どもの健全育成支援プログラ

ム・学習支援（塾形式） 

 

 

 

 

 

 

 

①はたちの記念事業、②青少年旗頭事業（やる気・元気旗頭フェス

タｉｎなは） 

①校区まちづくり協議会支援事業、②市民憲章推進協議会運営補助

金（やる気・元気子どもサミット in なは）、③青少年育成団体補助・

ア 那覇市青少年健全育成市民会議、イ 那覇市子ども会育成連絡

協議会、ウ ガールスカウト日本連盟沖縄県支部 
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２ 基本目標 (1) すべての子ども・若者が健やかに成長し、自立できるまち 

(1) 居場所づくりと安心安全な環境整備 

    安心して活動できる環境や学び・体験・交流の活動拠点づくりを行います。 

 

①学校・家庭・地域連携協力推進事業（放課後子ども教室）・・・スポーツから文

化活動、伝統芸能、学習支援まで幅広い内容で、放課後や週末において、安全

で安心して過ごすことのできる居場所をつくります。 

    

②青少年旗頭事業（やる気・元気旗頭フェスタ inなは）・・・学校や地域が連携

して、小中学校の児童生徒に地域伝統行事「旗頭」を体験させ、出番や居場所

をつくります。 

    

③善行青少年等の表彰。・・・那覇市において、青少年の善良な行為を奨励し、

青少年の健全育成を図る団体等の活動を促進するため、善い行いをした青少年

及び青少年育成に貢献した者を表彰します。 

    

④学習ボランティア支援事業・・・きめ細かい指導や専門的な知識・技術を要す

る教科指導等で、地域の方々にボランティアとしてご協力いただき、学力向上

を図っています。 

 

⑤こどもみらい基金・・・時代を担うこども達の健やかな成長及び健全育成のた

めに、各事業課から申請のあった事業を審査し、予算を計上します。 

 

⑥那覇市児童館（11館）・・・0歳から 18歳未満の児童を対象に、児童健全に関

する総合的な機能を有する施設として設置しています。 

    

⑦児童クラブ・・・保護者が労働等で昼間家庭にいない概ね低学年の児童に対し

て適切な遊びや生活の場を与えるために、放課後児童クラブを地域有志等が組

織している。市は、クラブへの補助や設備及び運営の質を向上させるよう努め

ます。 

    

⑧那覇市予防接種・・・感染症のまん延防止と感染予防のため、予防接種法に基

づき、４種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風・ポリオ）ＤＰＴ、ポリオ、

ＢＣＧ（結核）、水痘、ＭＲ（麻しん・風しん）、ＤＴ(ジフテリア・破傷風)、

日本脳炎、ヒブ、小児用肺炎球菌の予防接種を実施しています。 

 

⑨子どもフェスタ in なは・・・市内でそれぞれ活動している子ども達の日頃の

成果を発表させ、又、子ども達に関わる団体間の交流を図り、子育て支援をし

ています。 

 

⑩森の家みんみん・・・那覇市内に残された自然を活かし、子どもたちに、自然

体験・社会体験活動を行ってもらうための宿泊研修施設です。 

 

⑪津波避難ビル青少年育成施設開設事業・・・青少年の日常的な交友と研さんの

場として、仲間とのコミュニケーションや自分自身との対話、実社会との関わ

り等を考える体験活動の機会や場として整備する青少年育成施設です。（28年
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度設置予定） 

 

(2) 成長に応じた豊かな体験や学習機会の提供と社会参加の推進 

    希望あふれる、たくましい子ども・若者を育むため、成長段階に応じた豊かな

体験や学習を積むことができるよう、スポーツ・社会・集団・生活体験活動や自

然・文化・歴史に触れる体験などと、地域の人と触れ合う活動等、多様な学習機

会の提供を図ります。そして、一人ひとりの育ちや人としての尊厳を大切にでき

る子ども・若者の育成を目指します。 

    又、子ども・若者が自ら考え、社会に参加・参画できるよう、自主性や創造性、

社会性の育成を図るとともに、就労意識の啓発や就労の支援などを行い、青少年

の社会的自立を支援していきます。事業の実施にあたっては、子ども・若者の意

見や思いが反映されるよう、子ども・若者が参画できる方法を検討していきます。

さらには、指導者養成など活動の仕組みづくりを推進していきます。 

 

①公民館講座事業・・・少年教室、親子ふれあい教室、家庭教育学級の講座では、

子どもが集団学習・異世代交流など様々な体験を行い、創造性豊かな人間形成

を育みます。また保護者も子どもの特性などを学ぶことにより家庭教育の向上

を図ります。青年講座では、自己実現の気づきや社会性の育成を図ります。 

 

②出前こども博物館・・・壺屋や壺屋焼の歴史、作り方、陶工の仕事ぶりについ

て学べる出前展示や学芸員による出前授業、実際に焼物作りや上絵付けを体験

することができる出前体験教室を行っています。 

 

③スポーツ専門指導員派遣事業・・・那覇市内の幼・小・中学校・地域スポーツ

サークルなどを対象に、空手・テニス・卓球・サッカーの技術及び指導力に優

れたスポーツ専門指導員を派遣します。 

 

④児童のスポーツ県外派遣補助金事業・・・市・県を代表する児童及びチームが

県外の大会に派遣される際に旅費の一部を補助します。 

 

⑤那覇市少年少女ドッジボール大会・・・青少年にスポーツを楽しんでもらうな

どを目的として、毎年、6 月に開催しています。 

 

⑥スポーツフェスティバル in なは・・・青少年にスポーツを楽しんでもらうな

どを目的として、毎年、体育の日に開催しています。 

 

⑦那覇市健康ウォーキング推進事業・・・青少年及び一般市民を対象に、市民の

健康増進、生涯スポーツのまちづくりを目指し、健康ウォーキング大会「ひや

みかち なは ウォーク」を開催するします。 

 

⑧那覇市スポーツ少年団・・・児童生徒にスポーツの楽しさ、歓びを体験させ、

基礎的な身体能力を身につけさせることなどを目的として、スポーツ少年団の

育成を行っています。 

 

⑨伝統芸能楽器の貸出し・・・那覇市に在する青少年の健全育成を目的とした団

体に対し、伝統芸能の体験や継承の振興を図るために、伝統芸能楽器（三線・

中太鼓・大太鼓・締め太鼓・パーランクー）を貸出します。 
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⑩職場体験学習・職場訪問学習・・・主に小学生で職場訪問をし、中学生で職場

体験を行います。それで、仕事を通した生きがいや責任感、自己有用感、人間

関係の大切さを理解させます。 

    

⑪ジョブシャドウイング・・・なはグッジョブと連携し、仕事をする大人を観察

させることで、自分の将来の夢や進路について自分で考えるきっかけをつくり

ます。 

    

⑫那覇税務署等関連団体との連携・協力（窓口）・・・税に関する標語コンクー

ル、金銭教育に関する講演・講座等を行い、租税教育及び金銭教育の推進を行

っています。 

 

⑬他県青少年団体受け入れ・・・他府県から那覇市に派遣された児童及び生徒と、

那覇市の児童及び生徒との交流を通して人材育成を図ります。 

   

⑭生涯を通じた女性の健康支援事業・・・那覇市内に在住する思春期から更年期

にいたる女性を対象に、保健師・助産師等の専門職による健康講話を実施しま

す。 

   

⑮思春期教室・・・市内の小学生、中学生及びその保護者、思春期保健関係者に

対し、思春期保健に関する健康教育を実施します。 

    

３ 基本目標 (2) 問題を抱える子ども・若者が健やかに暮らせるまち 

(1) 犯罪被害防止と非行防止等の推進 

氾濫する情報や犯罪から子ども・若者を守り、有害環境の浄化や問題行動・非

行の防止に努めます。子ども・若者や市民・事業者に対する啓発とともに、学校

を中心とした関係機関・団体等との連携を構築し、子ども・若者が安心して暮ら

せる環境づくりを推進します。 

 

①Ｇｏ家運動推進・・・地域社会全体で、子どもたちが夜遊びをしないように見

守り、子どもたちの生活リズムの改善に努めています。 

 

②街頭指導事業・・・専任指導員と各中学校区配置の青少年指導員が、非行の未

然防止と早期発見・早期対応を図るため、日中及び夜間の巡回指導活動を行っ

ています。 

 

③生徒サポーター研修・・・問題行動の早期発見・早期対応や未然防止のため教

職員を補佐するために、各学校に配置する生徒サポーターの資質向上と情報共

有のために研修会を開催しています。 

 

④人権教育の推進・・・いじめの根絶、未然防止、早期発見・早期対応のために、

人権教育を推進します。 

 

⑤学校警察連絡協議会・・・情報の共有により、問題行動の早期発見・早期対応、

未然防止を図ります。 
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⑥小中学校指導主事連絡協議会・・・問題行動の早期発見・未然防止と情報交換

を行い、問題解決の手立てを図るなどで、担当者の資質の向上を図ります。 

 

⑦暴力団壊滅那覇市民対策会議による青少年向けリーフレットの配布・・・那覇

市暴力団排除条例第 10 条(青少年に対する教育)に基づき、青少年向けリーフ

レット「暴力団から身を守るためのＱ＆Ａ」を児童・生徒に配布します。 

 

⑧消費生活相談事業・・・少年期を取り巻く消費者被害（インターネット・携帯

電話にまつわるトラブル等）について苦情処理をを行うとともに、学校教員を

対象に消費者教育講座の開催及び小中学校での家庭科授業において授業支援を

行い、消費者被害の未然防止のための啓発を行っています。 

 

(2) 自立困難を抱える子ども・若者とその家族への支援 

     子ども・若者の自立を目指し、ニート・ひきこもり・不登校などの困難を抱え

る子ども・若者やその家族、育成に携わる人を支援するために、ニーズに応じた

相談体制の整備、相談員の養成、相談機関の連携を図ります。又、複合的な要因

から生じる問題の解決を図るため、総合的・専門的相談に対応する環境を整備し、

相談活動の充実を図るとともに、ネットワークづくり（支援地域協議会等）を進

めていきます。 

 

①自立支援教室（きら星学級）事業・・・遊び・非行傾向等の不登校児童生徒に

対し、きら星学級支援員が様々な体験活動を通して、居場所づくりや支援を行

っています。 

    

②メンタルヘルスカウンセリング事業・・・青少年に関する不登校等の様々な悩

みについて、臨床心理士や教育相談員が、児童生徒本人やその保護者、教師等

からの相談に応じ、改善や解決に向けて支援しています。 

    

③学習支援室（てぃんばう）事業・・・中学校の不登校等生徒、来所相談中の児

童生徒及び高校進学を希望している過卒生を対象に、臨時教諭による学習支援

を行っています。 

    

④教育相談支援事業・・・不登校及び不登校傾向の児童生徒と、子どものしつけ

に関し悩みを持つ保護者への対応を充実させる目的で、全小中学校に教育相談

支援員を配置しています。 

    

⑤適応指導教室（あけもどろ学級）事業・・・心理的・情緒的不安が原因で登校

できない児童生徒に対し、教育相談、集団適応及び学習指導を計画的・継続的

に支援しています。 

      

(3) 障がいを抱える子ども・若者とその家族への支援 

    障がいのある子ども・若者の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援する

ために、障がいの特性に配慮した、適切な指導・相談を行う支援体制を推進し、

その充実に取組ます。又、雇用・教育・相談機関等と連携した就労支援、社会適

応訓練、コミュニケーション支援、外出のための移動支援や在宅者への相談支援

などのさまざまなサービスを提供していきます。 
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      障がいのある子ども・若者の相談は、その障がいの内容によって重層的で複雑

多岐になり、又、いじめや学校不信・学習の遅れ・養育環境等の影響を受けて、

不登校・不適応・問題行動等の二次障がいへつながっているケースがあり、関係

部署との情報共有や連携及び協働に努めます。 

 

     ①就学指導委員会事業・・・障がいのある幼児児童生徒の適正な学習の場につい

て審議し、助言を行います。 

      

②特別支援教育充実事業（幼）・・・市立幼稚園３園に特別支援学級を設置して

おり、又支援を必要とする園児については特別教育支援ヘルパーを配置してい

ます。 

    

③特別支援教育充実事業（小中）・・・特別な支援を必要とする児童生徒につい

て、保護者や学校からの相談に応じるとともに、学校へ特別支援教育ヘルパー

を派遣し、児童生徒の学校生活への適応を図ります。 

 

④特別児童扶養手当・・・身体又は精神に障がいがあるため、日常生活において

常に介護や監護を必要とする児童を監護するものに、児童 1人につき、月額数

万円の手当を支給します。 

 

⑤放課後等デイサービス・・・小学校～高等学校に就学し、支援が必要と認めら

れた障がい児に対し、生活能力の向上のために必要な訓練、社会との交流の促

進その他必要な支援を行います。 

 

⑥医療型児童発達支援・・・肢体不自由があり、理学療法等の機能訓練又は医療

的管理下での支援が必要であると認められた障がい児に対し、児童発達支援及

び治療を行います。 

 

⑦居宅介護サービス・・・障がい者等につき、居宅において入浴、排せつ及び食

事等の介護、調理、洗濯及び掃除等の家事並びに生活等に関する相談及び助言

その他の生活全般にわたる援助を行います。 

 

⑧短期入所・・・居宅において介護を行う者が疾病その他の理由により介護を行

うことができない状態になった時、障がい者等を、短期間施設入所させ、入浴、

排せつ及び食事の介護その他の必要な支援を行います。 

 

⑨就労移行支援・・・就労を希望する、単独で就労することが困難な障がい者に

対し、職場体験その他の就労に必要な知識及び能力の向上のための必要な訓練、

求職活動に関する支援、就職後における職場への定着のために必要な相談等の

支援を行います。 

 

⑩就労継続支援Ａ型・・・企業に就労することが困難な者であって、雇用契約に

基づき継続的に就労することが可能な障がい者に対し、雇用契約に基づく就労

の機会を提供するとともに、生産活動その他の活動の機会の提供その他の必要

な知識及び能力の向上のために必要な訓練その他の必要な支援を行います。 
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⑪就労継続支援Ｂ型・・・常の事業所に雇用されることが困難な障がい者につき、

生産活動その他の活動の機会の提供その他の就労に必要な知識及び能力の向

上のために必要な訓練、支援を行います。 

 

⑫地域生活支援事業・日中支援事業・・・障がい児の日中の活動の場を確保し、

家族の一時的就労や日常的な介護の休息等の支援を行います。 

 

⑬那覇市障がい者相談支援事業・・・在宅の障がい者に対し、社会福祉士、精

神保健福祉士等の専門相談支援員が、電話や来所などにより相談を受け、在宅

福祉サービスの利用援助、社会資源の活用支援、ピアカウンセリング、生活相

談、介護相談及び情報提供を総合的に行います。 

 

⑭那覇市発達障がい者支援連絡会議・・・発達障害者の支援等の施策を講じるに

当たり、関係機関の協議を行います。 

 

⑮療育手帳・・・知的障がい者であることを証明するものです。交付を受けた者

は、さまざまな福祉サービスを利用することができるようになります。 

      

⑯身体障害者手帳・・・身体障がい者であることを証明するものです。交付を受

けた者は、さまざまな福祉サービスを利用することができるようになります。 

      

     ⑰精神障害者保健福祉手帳・・・精神障がい者であることを証明するものです。

交付を受けた者は、さまざまな福祉サービスを利用することができるようにな

ります。      

 

⑱自立支援医療（更生・育成医療）・・・障がい者（児）の障がいを取り除いた

り、軽減するために治療・手術を受けるとき、医療費の自己負担分の一部を公

費で補助します。 

 

⑲自立支援医療（精神通院）・・・精神疾患等で通院による治療が継続して必要

な者に対し、精神科等の通院治療にかかる費用を公費で補助します。 

      

⑳障害児福祉手当・・・心身に重度の障がいがあり常時の介護を必要とする在宅

又は入院中の 20歳未満の者に対し、月額１万円余りの手当を支給します。 

 

21)那覇市重度心身障がい者医療費等助成事業・・・重度心身障がい者（児）の

医療費にかかる一部負担金を助成します。 

 

22)障がい者雇用安定化推進事業・・・那覇市在住の障がい者の方を、国のトラ

イアル雇用実施後引き続き 3 ヶ月常用雇用した事業主に対し、最大 15 万円の

奨励金を交付しています。 

 

 23)補装具給付事業・・・身体障がい者(児)の障がいのある部分を補って、日常

生活や職業活動を容易にするため、車椅子や補聴器等を給付します。 

     

24)日常生活用具給付事業・・・障がい者(児)に対し、日常生活の便宜を図るた
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め、入浴補助用具・電気式たん吸引器・歩行支援用具等を給付します。 

 

(4) 経済的・社会的困難を抱える子ども・若者とその家族への支援 

困難を抱える子ども・若者の自立や社会参加を促すため、経済的困難を抱える

家庭を支援していく取組を推進していく他、虐待等を未然に防止するため、状況

に応じて家庭へのきめ細やかな支援を行います。又、犯罪被害を受けた子ども・

若者が、一日も早くその心身を回復し、安定した生活に戻ることができるよう、

彼らの特性に配慮しながら、相談体制の充実を図るとともに、被害少年や保護者

を支援します。 

非行を経験した少年の中には、そこからの立ち直りを志しても、悩みを相談で

きる場や安心して過ごせる居場所がない等、孤立してしまうことが多いため、再

び非行を繰り返すことがないよう関係機関や団体等が連携し、相談・支援を行う

ことにより、非行少年の立ち直り支援を推進します。 

 

①外国人子女等指導協力者派遣事業・・・日本語指導が必要な外国人及び帰国児

童生徒の学校へ指導員を派遣します。 

 

②就学援助・・・経済的理由によって就学が困難と認められる小・中学校へ通う

子供をお持ちの保護者に対して、給食費や学用品費、修学旅行費などの費用の

一部を援助しています。 

 

③就園奨励費・・・幼児教育の振興を図るため世帯の所得状況に応じて、保護者

の経済的負担を軽減します。 

 

④生活保護の教育扶助・・・小学校・中学校に入学又は在籍する子どもがいる生

活保護受給世帯で、実施機関が必要と認めた者に対して、学用品等や学校給食

費・校外活動参加費・学習支援費・入学準備金を支給します。 

 

⑤生活保護世帯への高等学校等就学費扶助制度・・・生活保護世帯の子どもに対

し、高等学校等での教育を受けるのに必要な、学用品費等・学級費・通学費・

入学料・入学準備金・教材費・学習支援費を一定の範囲で扶助します。 

 

⑥児童手当・・・家庭等における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を

担う児童の健やかな成長に資することを目的として、日本国内に住所を有する

中学校修了前の児童を監護するものに、受給者の所得や児童の年齢等の区分に

応じ、児童一人当たり、月額数千円から１万数千円の手当を支給します。 

 

⑦児童扶養手当・・・片親のみで児童を監護する父又は母に、児童一人目には月

額数千円～数万円の児童扶養手当を支給し、二人目以降は、数千円を支給しま

す。 

 

⑧助産施設入所措置制度・・・保健上必要があるにもかかわらず、経済的理由に

より、入院助産を受けることができない妊産婦を助産施設にて入院助産を行い

ます。 

 

⑨母子及び父子家庭等医療費助成・・・母子家庭の母と児童、父子家庭等の父と
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児童、養育者が養育する父母のない児童に対し、保護者が負担した医療費の内、

健康保険法等の自己負担分から一部負担を控除した額を助成します。 

 

⑩こども医療費助成事業・・・中学卒業までの児童を扶養する保護者が負担した

医療費の内、健康保険法等の自己負担分から一部負担を控除した額を助成しま

す。 

 

⑪小児慢性特定疾病医療費公費負担制度・・・慢性疾患にかかっていることによ

り、長期にわたり療養を必要とする児童等に対し、保険診療を受けた際の自己

負担相当額の一部を、公費で負担します。ただし、血友病患者（先天性血液凝

固因子障害等治療研究事業の対象とされている疾患を含む）については、全額

公費負担となります。又、治療上必要な装具を、健康保険を利用して購入した

場合、自己負担相当額の一部を、手続きにより還付します。 

 

⑫小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業・・・小児慢性特定疾患医療受給者

へ特殊寝台、電気式たん吸引器、パルスオキシメーター等の日常生活用具の給

付を行います。 

 

⑬短期入所生活援助事業・・・児童を養育している家庭の保護者が疾病、事故、

出産、冠婚葬祭、親族の疾病等によりその看護又は介護に当たる等の事由によ

って家庭における児童の養育が一時的に困難となった場合に、施設において一

時的に養育します。 

 

⑭母子生活支援施設・・・配偶者のない女子又はこれに準ずる事情にある女子及

びその者の監護すべき児童を入所させて、これらの者を保護するとともに、こ

れらの者の自立の促進のため生活を支援することを目的とする施設です。 

 

⑮那覇市母子家庭等職業自立支援事業・・・職業経験、技能、知識などから就職

が困難な母子家庭の母及び寡婦について、就労支援員等が職業相談・斡旋を行

います。 

 

⑯自立支援教育訓練給付金事業・・・市の職業相談を通じて指定された職業訓練

講座を受講した母子又は父子家庭の父母に対し、受講終了後、受講料２割相当

額の給付金を支給します。 

 

⑰ひとり親家庭等日常生活支援事業・・・、疾病その他の理由により日常生活等

に支障が生じたと認められる母子家庭や父子家庭及び寡婦に対し、家庭生活支

援員を派遣するなど、保育や食事の世話、その他の日常生活等を営むのに必要

な便宜を供与します。 

 

⑱高等職業訓練促進給付金事業・・・母子家庭の母又は父子家庭の父が就職に有

利な資格の取得する修業期間の一定期間について、月額数万円を給付します。 

 

⑲なはし就職なんでも相談センター運営事業・・・民間人材サービス会社のノウ

ハウを活用しながら、求職者に対して就職相談の実施、各種就職支援セミナー

の開催、求人情報の提供等を行っています。 
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 ⑳母子父子寡婦福祉資金貸付事業・・・現に児童を扶養している母子世帯、父子

世帯、寡婦世帯に対し、経済的自立と生活意欲の助長等を図るため、資金の貸

し付けを行います。 

 

 21)「沖縄被害者支援ゆいセンター」補助金・・・被害者等の回復及び軽減を図

る活動を行う、ゆいセンターへ沖縄県市長会で決定された額に基づき補助金を

交付します。 

 

 22)那覇人権擁護委員協議会負担金・・・女性や外国人への不当差別や高齢者虐

待、学校や職場でのいじめ等多くの人権課題に対して、相談や啓発を行う那覇

人権擁護委員協議会に対し、負担金を交付しています。 

 

 23)消費生活相談事業・・・事業者と消費者との間の取引に関して生じた苦情処

理を行うとともに、出前講座を開催し被害の未然防止のための啓発を行うほか、

多重債務問題の相談について、具体的な解決方法の助言及び無料特別法律相談

への予約・専門機関の情報提供を行っています。 

 

 24)被保護者子どもの健全育成支援プログラム・学習支援（塾形式）・・・被保護

世帯の子へ、中学３年生に対しては高校進学、中学１・２年生に対しては基礎

学習の習得及び授業へついていけるようになることを目的として、学習支援を

行います。 

 

４ 基本目標 (3) 子ども・若者と大人がつながるまち 

(1) 家庭との連携 

 子ども・若者が健やかに育つためには、家庭の父母等との連携が重要となりま

す。周りに子育てを支えてくれる親類縁者や友人がいない父母等は、悩みながら

孤独に子育てを行っており、そのサポートや父母としての能力向上を行います。 

 

①家庭児童相談・・・保護者等からの相談に対し助言等を行っています。緊急事

案や重篤事案、及び児童の施設入所事案等、児童相談所が直接関わることが必

要だと判断される事案については、児童相談所へ送致手続きを行います。 

 

②育児支援家庭訪問事業・・・育児困難な家庭や児童の養育に支援が必要であり

ながら、積極的に自ら支援を求めることが困難な状況にある家庭を訪問し、専

門知識を持つ育児専門支援員の育児相談・指導や、家庭支援員による家事・育

児支援を行います。 

 

(2) 青少年団体との連携 

    子ども・若者の地域活動への主体的な参加・参画を促進するため、子ども・若

者の育成・支援に関わる団体や関係機関、行政の連携を推進し、団体等の機能の

強化・活動の充実を図るため、青少年団体の育成を支援します。 

 

①校区まちづくり協議会支援事業・・・各小学校区を区域とし、校区内で活動す

る自治会を基盤に、ＰＴ（Ｃ）Ａや地域で活動する団体・組織が、それぞれ

の目的や活動を尊重し合い、緩やかに連携・協力しあいながら、「校区まちづ
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くり協議会」を設立し、地域が対応できる課題などを協働して解決を図って

いくことを目的とします。 

 

②市民憲章推進協議会運営補助金（やる気・元気子どもサミット in なは）・・・

市内の各小学校の５年生、各グループの司会役として中学生を対象に、那覇市

民憲章をテーマとして、５つのグループで意見交換させ、子どもたちのまちづ

くりに対する参加意識を高めます。 

    

③青少年育成団体補助  

    ア 那覇市青少年健全育成市民会議・・・補助金を交付するとともに、事務局

を本市教育委員会に置くなどの措置をして、青少年育成団体の中核を担わ

せるべく、組織の充実・強化を図っています。 

    イ 那覇市子ども会育成連絡協議会・・・子ども会育成者の資質向上と育成者

相互の連携により、子ども会活動の充実を図るために補助金を交付してい

ます。 

    ウ ガールスカウト日本連盟沖縄県支部・・・人との交わりをとおして互いを

尊重する心を育てるなどのガールスカウト活動の目的を実践してもらう

ことで、青少年の健全育成を図るため、補助金を交付している。 

 

（3）支援ネットワークの構築 

     地域ぐるみの子ども・若者の育成を推進するため、地域住民の参加意識の高揚、

健全育成活動の充実、学校・家庭・地域の連携による家庭への支援や学校教育に

おける地域の人材活用などを図り、繋がり合う活力ある社会を目指した施策を行

います。 

 

①はたちの記念事業・・・地域の有志の方々が、中学校区にて成人式を開催する

際の支援を行っています。 

 

②青少年旗頭事業（やる気・元気旗頭フェスタｉｎなは）・・・学校や地域が連携

して、小中学校の児童生徒に地域伝統行事「旗頭」を体験させ、出番や居場所

をつくります。 
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第７章 計画の推進 

１ 推進体制 

   本計画は，本市の子ども・若者育成施策を総合的・計画的に推進するための基本

計画であり、計画には福祉、教育、保健、労働、環境、市民参画など様々な分野・

領域を含んでいます。全庁的に取り組むために、子ども・若者関連事業実施部の各

課職員が委員となった計画推進委員会を中心に、各種施策・事業の実施状況の把握

や部局間相互の調整を行い、子ども・若者施策の総合的な取組を推進していきます。 

   又、那覇市青少年問題協議会に本計画の進捗状況を定期的に報告し、意見等を聴

取することで推進上の課題を検証します。その上に、国の動向を踏まえながら、本

市の関連計画との整合性や効果的な施策の実施、及び点検と見直しを図ります。 

 

２ 進捗管理 

本計画は、終期を平成 31 年度末と定めており、事業の進捗状況を定期的に把握

します。 

毎年、子ども・若者関連事業の実施状況の検証を行い、この結果を「那覇市青少

年問題協議会」に報告することで、本計画における基本施策の進捗状況を客観的に

検証するよう努めるとともに、「なーふぁぬわらび・わかむん計画」策定のために

実施した｢那覇市青少年実態調査｣と同様の調査を必要に応じて実施し、子ども・若

者や保護者等の意識や行動を把握します。 

これらの方法により、各種事業を通した子ども・若者育成施策の効果を測るとと

もに、子ども・若者を取り巻く社会の変化などに応じた、より効果的な施策・事業

を展開していくため、計画の見直しを行っていきます。 

なお、子ども・若者に関する施策や事業の多くは、その効果が数値としてすぐに

あらわれるものでなく、長期的な視点に立つことが大切です。現在の事業を継続す

るとともに、社会情勢により変化する市民のニーズに応えるため、新たな事業を実

施するなど多彩なメニューを提供していきます。 

 

又、下記のとおり目標を設定し、目標実現に向けて努めていきます。 

 

対 象 指 標 目 標 

子ども・若者関連事業の

進捗状況 

関連事業の実施計画ごと

の評価※ 

全事業における評価「Ａ」

の達成※ 

 

子ども・若者関連事業の実施に伴う計画を毎年度設定し、目標を確実に達成できる

よう努めていきます。 

※一部事業に担当課が毎年度、あらかじめ目標を設定し、進捗状況を以下のとおり評

価していきます。 

Ａ（８割以上達成）、Ｂ（５～８割未満達成）、Ｃ（２～５割未満達成）、Ｄ（２割未満

達成）、―（判定不能） 
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資料 

 

１ 施策策定の経過 

年月日 協 議 会 等 内      容 

平成 25年 

 6月 24日 

 

 

 6月 25日 

 

 

 

 

 

 

6月 25日 

 

 

 

 

 

 

 7月 12日 

 

 

11月 28日 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 

3月 5日 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 28日 

 

 

 

 

市長から諮問 

 

 

25 年度第 1 回青少年問題協議

会開催 

 

 

 

 

 

青少年問題協議会 25 年度第 1

回専門委員会開催 

 

 

 

 

 

青少年問題協議会幹事会会開

催 

 

25 年度第 2 回青少年問題協議

会開催 

 

 

 

 

 

青少年問題協議会 25 年度第 2

回専門委員会開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 年度第 3 回青少年問題協議

会開催 

 

 

 

○議題 那覇市青少年育成総合施策に

ついて 

 

１議題 次期那覇市青少年育成総合施

策策定について 

(1) 基本的方針 

(2) 素案に関する説明 

(3) 専門委員の任命・委嘱の提案 

(4) 委員からの提言 

 

１議題 次期那覇市青少年育成総合施

策策定について 

２出席者 喜久里美也子委員、井村弘子

委員、宮城能彦委員、島袋恒

男委員、青少年育成課職員３

名 

 

１議題 次期那覇市青少年育成総合施

策策定について 

 

１議題 次期那覇市青少年育成総合施

策策定について 

(1) 総合施策策定の現在までの状況 

(2) これからの予定 

(3) 施策に係るアンケート案につい

て 

 

１議題 那覇市青少年育成総合施策策

定に係るアンケート結果につ

いて 

    総合施策策定に係る調整等に

ついて 

２出席者 喜久里美也子委員、井村弘子

委員、宮城能彦委員、島袋恒

男委員、青少年育成課職員３

名 

 

１議題 次期那覇市青少年育成総合施

策策定について（那覇市青少

年実態調査アンケート内容及

び結果） 
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7月 11日 

 

 

 

 

 

8月 19日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 16日 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 24日 

 

 

 

 

 

11月 6日 

 

 

11月 28日 

 

 

 

 

 

青少年問題協議会 26 年度第 1

回専門委員会開催 

 

 

 

 

青少年問題協議会 26 年度第 2

回専門委員会及び青少年育成

関係団体からの参考意見聴取

会開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係課意見聴取会 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年問題協議会 26 年度第 3

回専門委員会開催 

 

 

 

 

26 年度第 1 回青少年問題協議

会開催 

 

青少年問題協議会幹事会会開

催 

(1)専門委員の追加任命 

(2)次期施策策定の延期と現行施策の

26年度中の継続 

  

１議題 総合施策策定に係る調整等に

ついて 

２出席者 宮城能彦委員、島袋恒男委

員、中尾達馬委員、青少年育

成課職員３名 

 

１議題 総合施策策定に係る調整等に

ついて 

    那覇市が取り組むべき青少年

育成に係る施策について 

２出席者 那覇市 PTA 連合会 副会長 

石川謙、那覇市青少年健全育

成市民会議 会長 鳩間用

吉、那覇市民生委員児童委員

連合会 副会長 小笠原文

子、那覇市子ども会育成連絡

協議会 会長 田港敬子、那

覇市母子寡婦福祉会 会長 

平良君代、宮城能彦委員、島

袋恒男委員、中尾達馬委員、

青少年育成課職員２名 

 

１議題 那覇市青少年育成総合施策に

ついて 

２出席課 文化財課、商工農水課、子ど

も政策課、地域保健課、障が

い福祉課、保護管理課、生涯

学習課、市民スポーツ課、中

央公民館、学務課、教育相談

課 

 

１議題 総合施策策定に係る調整等に

ついて 

２出席者 宮城能彦委員、島袋恒男委

員、中尾達馬委員、青少年育

成課職員３名 

 

１議題 那覇市青少年育成総合施策策

定について 

 

１議題 那覇市青少年育成総合施策

（案）について 
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12月 15日 

～1月 14日 

 

平成 27年 

1月 29日 

 

2月 19日 

 

 

3月 9日 

 

3月 11日 

 

パブリックコメント実施 

 

 

教育委員会局議への報告 

 

 

26 年度第 2 回青少年問題協議

会開催 

 

市長へ答申 

 

26年度第 21回臨時庁議付議 

 

１議題 那覇市青少年育成総合施策

（案）について 

 

○那覇市青少年育成総合施策定(案)に

ついて 

 

○那覇市青少年育成総合施策（案）（答

申）について承認 

 

○那覇市青少年育成総合施策（答申） 

 

○なーふぁぬわらび・わかむん計画策定

について承認 

 

２ 那覇市青少年問題協議会委員名簿（平成 27年 3月 31日現在） 

 

職 名 委  員  名 職業（所属団体・役職名等） 

 

会 長 

 

副会長 

 

委 員 

 

委 員 

 

委 員 

 

委 員 

 

委 員 

 

委 員 

 

委 員 

 

 

委 員 

 

委 員 

 

委 員 

 

委 員 

 

 

島袋 恒男 

 

宮城 能彦 

 

山田 義紀 

 

松本 哲 

 

大城 博 

 

兼浜 保佳 

 

垣花 聡 

 

安達 美弥子 

 

金城  喜美代 

 

 

大山 正 

 

崎山 嗣榮 

 

小笠原 文子 

 

中尾 達馬 

 

琉球大学教育学部教授 

 

沖縄大学人文学部こども文化学科教授 

 

那覇市立小学校長会会長 

 

那覇市立中学校長会会長 

 

沖縄県福祉保健部青少年・児童家庭課課長 

 

沖縄県中央児童相談所所長 

 

那覇警察署生活安全官 

 

那覇家庭裁判所主任家庭裁判所調査官 

 

那覇市青少年健全育成市民会議 松島中学

校区青少年健全育成協議会会長 

 

那覇市ＰＴＡ連合会会長 

 

那覇市青少年指導員連絡協議会会長 

 

那覇市民生委員児童委員連合会副会長 

 

琉球大学教育学部准教授 
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３ 「第２章 子ども・若者を取り巻く環境」の図録 

 

   図１～５ 
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図 1 本市人口と伸び率の推移
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図 2 本市民年齢構成の推移
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図６～14 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

図 6 資料：平成 24年度青少年のインターネット利用環境実態調査 調査結果 平成 25年３月 内閣府 

 

図 4 資料：沖縄県のホームページ 

 
図 5 虐待を受けた子どもの年齢構成の推移 資料：厚生労働省政策レポート 
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図 7 携帯 TELの所有状況（性・学校種別）（資料：平成 24年度青少年のインターネット利用環境実態調査 

調査結果 平成 25年３月 内閣府） 

 
図 8 資料：平成 24年度青少年のインターネット利用環境実態調査 調査結果 平成 25年３月 内閣府 

 
図 9 資料：平成 24年度青少年のインターネット利用環境実態調査 調査結果 平成 25年３月 内閣府 

 



57 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 資料：平成 24年度青少年のインターネット利用環境実態調査 調査結果 平成 25年３月 内閣府 

 

図 11 資料：平成 24年度青少年のインターネット利用環境実態調査 調査結果 平成 25年３月 内閣府 

 



58 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 資料：平成 24年度青少年のインターネット利用環境実態調査 調査結果 平成 25年３月 内閣府 

 図 13 資料：平成 24年度青少年のインターネット利用環境実態調査 調査結果 平成 25年３月 内閣府 

 
図 14 低年齢少年の生活と意識に関する調査 平成 19年 2月 内閣府 
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図 15～27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 資料：第５回情報化社会と青少年に関する意識調査報告書 平成 19年 12月 内閣府 

 

図 16 資料：第５回情報化社会と青少年に関する意識調査報告書 平成 19年 12月 内閣府 

 



60 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 資料：第５回情報化社会と青少年に関する意識調査について 平成 19年 12月 内閣府 

 
図 18 資料：第５回情報化社会と青少年に関する意識調査について 平成 19年 12月 内閣府 
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図 19 資料：低年齢少年の生活と意識に関する調査 平成 19年 2月 内閣府 

 
図 20 資料：低年齢少年の生活と意識に関する調査 平成 19年 2月 内閣府 
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図 21 全国の非行少年等の推移 
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図 22 沖縄県の非行少年等の推移 資料：沖縄県警ホームページ 

 

図 23 平成 23年不良行為少年補導状況（割合） 
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図 24 資料：平成 23 年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」について 文部科学省 
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図 25 資料：平成 23 年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」について 文部科学省 
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図 28～36 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28 資料：沖縄県統計 100の指標から見た沖縄 平成２３年４月版 労働 

 

　27　就業構造 　27　就業構造 　28　労働時間

調査時点 平成17年10月1日 平成17年10月1日 平成19年10月1日 平成19年10月1日 平成19年10月1日 平成19年10月1日 平成21年 平成21年
単 位 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 時間 時間

都道府県
名

指標値 指標値 指標値 指標値 指標値 指標値 指標値 指標値

全 国 56.0 44.43 48.76 4.17 25.95 66.50 158.5 126.2 
沖 縄 県 50.6 47 40.19 42 47.78 34 4.64 29 16.31 47 76.57 1 168.2 2 136.7 9

　29　就業動態 　29　就業動態 　30　雇用

調査時点 平成22年3月 平成22年3月 順位 平成22年3月 平成22年3月 平成19年 平成20年 平成21年 平成21年
単 位 ％ ％ ％ ％ ％ 倍 ％ 千円

都道府県
名

指標値 指標値 指標値 指標値 指標値 指標値 指標値 指標値

全 国 91.6 5.54 80.38 14.10 5.2 0.88 5.1 160.8 
沖 縄 県 75.9 47 17.93 1 60.04 41 30.39 1 7.7 1 0.38 47 7.5 47 137.3 47

　31　新規卒業者初任給

調査時点 平成21年 平成21年 平成21年
単 位 千円 千円 千円

都道府県
名

指標値 指標値 指標値

全 国 153.0 201.4 194.9 
沖 縄 県 136.5 42 175.1 47 168.4 47

（２）高校卒女子 （３）大学卒男子 （４）大学卒女子

順位 順位 順位

31　新規卒業者初任給

（５）離職率 （１）有効求人倍 （２）完全失業率 （１）高校卒男子

順位 順位 順位 順位

（１）新規高校卒 （２）新規高校卒 （３）新規高校卒 （４）新規大学卒

順位 順位 順位

（５）第２次産業 （６）第３次産業 （１）月間総実労 （２）月間総実労

順位 順位 順位 順位

（１）就業率 （２）共働き率 （３）女性有業率 （４）第１次産業

順位 順位 順位 順位

図 26 資料：平成 23 年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」について 文部科学省 

 
 
図 27 自殺（学校から報告があったもの） 資料：平成 23 年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に

関する調査」について 文部科学省 
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図 29 本市就業者の推移 
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図 30 本市年齢別女性就業者数の推移 
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図 31 本市年齢別男性就業者数の推移 
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図 32 若年失業率の推移 資料：平成 24年版子ども・若者白書 内閣府 
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図 33 フリーターの人数の推移 資料：平成 24年版子ども・若者白書 内閣府 

 

図 34 若年無業者数の推移 資料：平成 24年版子ども・若者白書 内閣府 

 
図 35 正規の職員・従業員以外の雇用者の比率（在学者を除く）の推移 資料：平成

24年版子ども・若者白書 内閣府 
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 図 37～46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 36： 

 

図 37 県民所得の推移 
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図 38 資料：平成 22 年国勢調査 産業等基本集計結果 沖縄県の概要 
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図 39 那覇市の生活保護の状況 資料：第 53回那覇市統計書 平成 25年版 

 

図 40 沖縄県の生活保護の状況  

資料：沖縄県統計 100の指標か 

ら見た沖縄 平成２３年４月版 

 53 生活保護 

   被保護世帯  

平成 19年

度 
順位 世帯 

指標値 

22.53    

32.31  6 

 

図 41 生活保護世帯と高校進学率 

 

図 42 相対的貧困層が求める支援 資料：平成 23年度親と子の生活意識に関する調査 内閣府 
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図43 那覇市の小学校の就学援助児童の推移
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図44 那覇市の中学校の就学援助生徒の推移
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図 47～51 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46  

 

図 45 資料：平成 23 年度「親と子の生活意識に関する調

査」内閣府 

 

図 47 那覇市自治会数および自治会加入世帯率の推移 
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図 49 市子連加入者数の推移 

学校名 H14 H15 H16 H17 H18 H19 

城北小 2 2 2 2 2 2 

石嶺小 2 2 2 2 2 2 

安謝小 4 5 6 2 2 2 

曙小 2 2 3 1 1 1 

真和志小 2 2 2 2 2 2 

識名小 1 1 1 1 1 1 

古蔵小 1 1 1 2 2 2 

真嘉比小 0 0 0 0 0 1 

仲井真小 0 0 0 0 2 0 

与儀小 0 0 0 4 2 2 

壺屋小 1 0 6 6 6 6 

前島小 0 0 0 0 3 3 

開南小 0 0 0 1 0 0 

若狭小 1 1 6 8 8 7 

神原小 6 6 6 1 2 1 

城岳小 7 8 6 7 8 9 

垣花小 4 3 3 3 3 3 

髙良小 14 19 20 20 22 22 

小禄南小 7 9 8 9 5 1 

宇栄原小 0 0 0 1 1 0 

金城小 1 1 1 1 1 1 

市子連育成

会 
1 0 1 1 1 1 

ＪＬクラブ 1 1 1 1 1 1    

研修会 0 0 1 1 0 1 

合計 57 63 76 76 78 72 

 

図 50 スポーツ少年団登録団数・団員数の推移 

 

4

30

42

114
107

140

161

159

127 991 940

2723

3083

4482

5201

4610

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 団
員
数

団
数

年度団数 団員数

図 48 資料：低年齢少年の生活と意識に関する調査 平成 19 年 2

月 内閣府 
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図 51 資料：平成 12年度 第 2回青少年の生活と意識に関する基本調査 内閣府 
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